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地
域
・
官
署
に
よ
る
簡
牘
形
状
の
違
い

　
　
　　
　
　
　
　
　

敦
煌
漢
簡
「
両
行
」
簡
を
中
心
に　
　

髙　

村　
　

武　

幸

　
　
　
　
　

は　

じ　

め　

に

　

日
本
国
内
に
お
い
て
簡
牘
の
形
状
や
製
作
技
法
に
関
す
る
研
究
が
本
格
化
し
て
か
ら
か
な
り
の
時
間
が
経
過
し
て
お
り
）
1
（

、
筆
者
も
形

状
分
類
に
関
す
る
拙
稿
を
発
表
し
た
）
2
（

。
そ
の
際
、
漢
代
史
料
中
「
両
行
」
と
称
さ
れ
る
二
行
書
の
簡
牘
に
、
居
延
出
土
の
漢
代
簡
牘
で

は
書
写
面
が
平
坦
な
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
に
対
し
、
敦
煌
出
土
の
そ
れ
で
は
書
写
面
を
一
行
毎
に
分
か
つ
稜
線
を
持
つ
も
の
が

み
ら
れ
る
旨
を
指
摘
し
た
（
図
①
参
照
）。
た
だ
し
、
当
時
は
公
表
さ
れ
た
敦
煌
漢
簡
の
写
真
が
少
な
く
、
詳
細
な
検
討
を
欠
い
た
印
象

論
を
述
べ
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
ま
た
、
簡
牘
の
各
部
の
寸
法
の
情
報
が
少
な
く
、
現
物
で
計
測
す
る
に
も
簡
牘
の
数
量
の
多
さ
か
ら
無

理
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
敦
煌
懸
泉
漢
簡
の
公
開
が
進
む
な
ど
利
用
で
き
る
史
料
が
増
加
し
た
上
、
テ
キ
ス
ト
に
簡
牘
の
寸
法
や
樹
種

一
九
九
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な
ど
の
情
報
が
収
載
さ
れ
る
例
が
増
え
、
飛
躍
的
に
詳
細
な
検
討
が
可
能
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
漢
代
河
西
四
郡
の
敦
煌
郡
域
出
土
敦
煌
漢
簡
中
の
「
両
行
」
簡
を
中
心
に
、
同
じ
河
西
四
郡
の
張
掖
郡
域
出
土

居
延
漢
簡
「
両
行
」
簡
と
比
較
し
て
検
討
す
る
）
3
（

。
こ
れ
に
よ
り
、
地
域
・
官
署
間
で
、
同
種
の
簡
牘
に
形
状
を
は
じ
め
と
し
た
差
異
が

存
在
す
る
の
か
、
存
在
す
る
な
ら
ば
そ
の
理
由
を
検
討
し
、
簡
牘
の
地
域
差
に
ま
で
研
究
を
深
化
さ
せ
る
手
が
か
り
を
得
た
い
。

　

議
論
の
前
提
と
し
て
、
本
稿
で
中
心
的
に
取
り
上
げ
る
「
両
行
」
簡
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

淩
胡
隧
厭
胡
隧
廣
昌
隧
各
請
輸
札
兩
行
隧
五
十
繩
廿
丈
須
寫
下
詔
書

（
…
…
淩
胡
隧
・
厭
胡
隧
・
広
昌
隧
そ
れ
ぞ
れ
札
と
両
行
を
隧
ご
と
に
五
〇
、
縄
二
〇
丈
を
輸
送
す
る
こ
と
を
申
請
し
、
書
き
写
し

て
詔
書
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
…
…
） 

敦
煌
漢
簡1684A

/T V
I b.1.152

図①
左：居延漢簡10.34 (A33)
右：敦煌懸泉漢簡（I 90DXT0112③ :1）
出典：左は後掲註 (10)彩色図版 7頁、右
は『敦煌懸泉漢簡』壱、150頁

二
〇
〇
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こ
の
よ
う
に
史
料
に
は
明
ら
か
に
書
写
材
料
と
し
て
「
両
行
」
が
み
え
、
字
義
の
通
り
二
行
書
の
簡
牘
で
あ
る
が
、
簿
籍
類
な
ど
は

明
ら
か
に
一
行
書
の
「
札
」
と
考
え
ら
れ
る
簡
に
小
さ
な
字
で
二
行
記
す
場
合
も
あ
る
。
前
掲
註
（
2
）
拙
稿
で
形
状
分
類
の
試
案
を

示
し
た
際
、「
両
行
」
簡
を
〇
二
型
「
幅
が
文
字
二
行
を
書
写
し
て
あ
る
、
ま
た
は
書
写
す
る
と
想
定
さ
れ
る
も
の
（
想
定
の
目
安
と
し

て
幅
約
一
五
〜
二
九
ミ
リ
）」
と
し
た
の
は
上
述
の
点
を
踏
ま
え
た
た
め
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
れ
だ
と
「
札
」
へ
の
小
さ
な
字
で
の
二
行
書

き
の
扱
い
が
難
し
く
な
る
。
と
す
れ
ば
、
確
実
に
書
き
手
が
「
両
行
」
を
利
用
し
て
い
る
と
の
意
識
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
事

例
に
限
定
し
て
集
成
・
検
討
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
こ
で
、
前
漢
後
半
期
以
降
の
公
文
書
に
つ
い
て
は
「
両
行
」
を
用
い
た
冊
書

が
正
式
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
と
の
指
摘
を
踏
ま
え
）
4
（

、
公
文
書
の
書
写
に
用
い
ら
れ
た
「
両
行
」
簡
を
対
象
と
し
て
集
成
し
た
。

た
だ
し
一
部
に
公
文
書
に
近
い
使
わ
れ
方
を
し
た
、
書
信
の
一
種
で
あ
る
「
記
」
も
含
ま
れ
て
い
る
）
5
（

。
欠
損
の
あ
る
簡
牘
で
も
「
両
行
」

簡
と
し
て
の
幅
が
保
た
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
も
の
は
採
用
し
た
が
、
一
見
し
て
幅
が
保
た
れ
て
い
る
よ
う
で
も
、
削
衣
と
さ
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
除
外
し
た
。
ま
た
、
以
下
の
文
中
で
は
、
小
数
点
以
下
は
第
一
位
ま
で
の
表
記
と
し
、
そ
れ
以
下
は
一
部
を
除
き
切

り
捨
て
と
し
た
。
懸
泉
漢
簡
の
「
懸
」
字
は
、
懸
泉
漢
簡
中
の
表
記
は
「
縣
」
と
さ
れ
る
事
例
が
多
く
、
引
用
史
料
で
は
史
料
そ
の
ま

ま
の
表
記
と
し
、
史
料
名
・
遺
跡
名
と
し
て
は
「
懸
」
で
統
一
し
た
。

　
　
　
　
　

一
、
敦
煌
漢
簡
・
居
延
漢
簡
に
み
ら
れ
る
「
両
行
」
簡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
敦
煌
漢
簡

　

敦
煌
漢
簡
の
集
成
で
は
、
比
較
的
鮮
明
な
写
真
が
公
開
さ
れ
て
い
る
敦
煌
懸
泉
漢
簡
・
敦
煌
馬
圏
湾
漢
簡
・
敦
煌
玉
門
関
漢
簡
を
対

二
〇
一
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象
と
し
た
。
各
史
料
群
で
公
開
さ
れ
て
い
る
情
報
に
差
が
あ
る
た
め
、
本
稿
末
尾
に
樹
種
・
幅
と
厚
さ
ま

で
判
明
す
る
懸
泉
漢
簡
を
一
覧
表
1
―

1
、
幅
の
み
判
明
す
る
敦
煌
玉
門
関
漢
簡
）
6
（

を
一
覧
表
1
―

2
、
写
真

の
み
の
馬
圏
湾
漢
簡
を
一
覧
表
1
―

3
と
し
て
分
け
て
掲
げ
て
お
く
。

　

懸
泉
漢
簡
「
両
行
」
簡
は
二
一
六
点
で
、
う
ち
有
稜
簡
は
一
〇
三
点
（
四
七･

六
％
）、
無
稜
簡
は
一
一

三
点
（
五
二･

三
％
）
と
な
る
。
馬
圏
湾
漢
簡
「
両
行
」
簡
は
一
六
点
で
、
う
ち
有
稜
簡
九
点
（
五
六･

二
％
）・

無
稜
簡
七
点
（
四
三･

七
％
）、
玉
門
関
漢
簡
「
両
行
」
簡
は
三
一
点
で
、
う
ち
有
稜
簡
一
七
点
（
五
四･

八
％
）・
無
稜
簡
一
四
点
（
四
五･

一
％
）
と
な
る
。
総
計
で
は
、「
両
行
」
二
六
三
点
中
、
有
稜
簡
一
二
九

点
（
四
九･
〇
％
）・
無
稜
簡
一
三
四
点
（
五
〇･

九
％
）
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
敦
煌
漢
簡
で
は
、
半
数
近

く
が
有
稜
「
両
行
」
簡
と
な
り
、
懸
泉
置
と
玉
門
・
馬
圏
湾
の
よ
う
に
距
離
が
離
れ
た
遺
跡
と
で
、
数
量

差
は
あ
る
が
大
体
同
様
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

次
に
、
有
稜
「
両
行
」
簡
が
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
場
面
が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。
一
覧
表
1
―

1
〜
3
に
示
し
た
敦
煌
漢
簡

の
有
稜
「
両
行
」
簡
は
上
行
（
下
級
者
か
ら
上
級
者
へ
）・
下
行
（
上
級
者
か
ら
下
級
者
へ
）
の
両
公
文
書
に
利
用
さ
れ
る
が
、
利
用
さ
れ
る

文
書
の
種
別
に
は
偏
り
が
み
ら
れ
る
。
表
①
に
よ
れ
ば
、
懸
泉
漢
簡
で
は
有
稜
「
両
行
」
簡
の
六
割
以
上
が
下
行
文
書
に
用
い
ら
れ
て

い
る
。
下
行
文
書
は
、
出
土
遺
跡
で
あ
る
懸
泉
置
が
所
属
し
て
い
た
效
穀
県
や
、
そ
の
上
級
機
関
の
敦
煌
郡
等
か
ら
送
付
さ
れ
た
正
本

が
比
較
的
多
い
と
推
定
さ
れ
る
。

　

表
②
で
上
行
文
書
・
下
行
文
書
の
字
体
を
分
類
し
て
数
量
を
比
較
し
た
。
字
体
が
謹
直
か
崩
れ
て
い
る
か
は
筆
者
の
主
観
に
よ
り
、

表①　懸泉漢簡有稜簡・無稜「両行」簡
文書種別比較

種別 上行 下行 平行 不明 伝 総計
有
稜
数量 24 64 4 11 0 103
％ 23.3 62.1 3.8 10.6 0.0 100

無
稜
数量 35 25 3 12 38 113
％ 30.9 22.1 2.6 10.6 33.6 100

※％は小数点第 2位以下切り捨て

二
〇
二
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参
考
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
が
、
有
稜
・
無
稜
「
両
行
」
簡
と
も
い
ず
れ
も
謹
直
な
も
の
が
多
く
、
当
地
の
官
吏
の
「
両
行
」
簡
に
対

す
る
意
識
が
う
か
が
え
る
。
た
だ
し
下
行
文
書
で
は
謹
直
な
も
の
七
五
％
（
有
稜
）・
七
六
％
（
無
稜
）
に
対
し
、
上
行
文
書
で
は
六
二･

五
％
（
有
稜
）・
六
八･

五
％
（
無
稜
）
と
や
や
少
な
く
、
ま
た
崩
れ
た
も
の
で
は
下
行
文
書
は
二
〇･

三
％
（
有
稜
）・
二
四
％
（
無
稜
）

と
、
謹
直
な
も
の
の
三
分
の
一
以
下
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
上
行
文
書
は
三
三･

三
％
（
有
稜
）・
二
八･

五
％

（
無
稜
）
と
、
謹
直
な
も
の
の
二
分
の
一
程
度
と
な
り
、
謹
直
な
書
体
の
文
書
に
正
本
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
下
行
文
書
に
正
本
が
多
か
っ
た
と
い
う
先
の
推
定
と
矛
盾
は
な
い
。
以
上
の
点
か
ら
み
て
、
少
な

く
と
も
正
本
と
し
て
他
の
官
署
へ
送
付
す
る
場
合
、
有
稜
「
両
行
」
簡
が
選
ば
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

　

一
方
、
無
稜
「
両
行
」
簡
に
つ
い
て
は
、
上
行
文
書
が
や
や
多
い
が
、
下
行
文
書
も
少
な
く
は
な
く
、
明

確
な
差
は
な
い
が
、
無
稜
「
両
行
」
簡
に
は
伝
（
通
行
証
）
の
事
例
が
多
い
一
方
、
有
稜
「
両
行
」
簡
に
は
伝

の
事
例
が
極
め
て
少
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
懸
泉
漢
簡
中
の
伝
は
、
懸
泉
置
を
通
過
し
た
者
が
所
持
し

て
い
た
正
本
の
写
し
が
大
半
を
占
め
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
関
所
の
遺
跡
で
あ
り
、
同
じ
く
写
し
が
大
半
を

占
め
る
と
み
ら
れ
る
肩
水
金
関
遺
跡
の
伝
で
は
、
三
行
以
上
書
写
さ
れ
た
事
例
が
多
数
見
受
け
ら
れ
る
。
こ

の
点
か
ら
み
て
、
伝
は
三
行
書
き
に
も
使
え
る
平
坦
で
や
や
幅
広
な
簡
牘
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
た

ま
た
ま
二
行
で
完
結
し
た
結
果
、
無
稜
「
両
行
」
簡
と
な
っ
た
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
有
稜
「
両
行
」
簡
は
有
稜
の
ゆ
え
に
明
確
に
「
両
行
」
簡
で
あ
る
と
わ
か
り
、
そ
の
た

め
公
文
書
正
本
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

表②　懸泉漢簡「両行」簡字体比較
上行文書 下行文書

字体 謹直 崩 不明 小計 謹直 崩 不明 小計
有
稜
数量 15 8 1 24 48 13 3 64
％ 62.5 33.3 4.1 100 75.0 20.3 4.6 100

無
稜
数量 24 10 1 35 19 6 0 25
％ 68.5 28.5 2.8 100 76.0 24.0 0.00 100

二
〇
三
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ま
た
、
多
角
柱
簡
牘
が
檄
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
複
数
の
先
行
研
究
で
明
ら
か
で
あ
り
、
本
稿
で
集
め
た
事
例
も
有
稜
に
す
る
こ
と

で
多
角
柱
形
の
簡
牘
に
擬
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
得
る
が
）
7
（

、
以
下
の
有
稜
「
両
行
」
簡
牘
の
事
例
か
ら
否
定
で
き
る
。

五
鳳
元
年
九
月
丙
辰
朔
戊
午
縣
泉
置
嗇
夫
光
敢
言
之
謹
移
兵
案
勒
簿

一
編
敢
言
之

（
五
鳳
元
（
前
五
七
）
年
九
月
三
日
、
懸
泉
置
嗇
夫
光
申
し
上
げ
ま
す
。
謹
ん
で
「
兵
案
勒
簿
」
一
編
を
送
付
い
た
し
ま
す
。
以
上

申
し
上
げ
ま
す
） 

懸
泉
漢
簡I 90D

TX
0112③

: 1A

鴻
嘉
三
年
七
月
辛
未
朔
己
丑
敦
煌
長
史
充
國
行
大
守
事
庫
守
令
守
部
千
人
喜
抒
行
丞
事
謂
郡
庫
效
穀

今
調
牛
車
假
效
穀
爲
遮
要
縣
泉
置
運
甲
卒
所
伐
茭
如
牒
書
到
遣
吏
持
縣
泉
置
前
年
所
假
牛
車
八
兩
輸
郡
庫
（
傍
線
筆
者
）

（
鴻
嘉
三
（
前
一
八
）
年
七
月
一
九
日
、
敦
煌
長
史
充
国
が
大
守
を
代
行
し
庫
守
令
守
部
千
人
喜
が
丞
を
代
行
し
て
郡
庫
・
效
穀
県

に
通
達
す
る
。
今
牛
車
を
用
意
し
て
效
穀
に
貸
し
遮
要
・
懸
泉
置
の
た
め
に
甲
卒
が
伐
採
し
た
茭
を
運
ば
せ
る
こ
と
は
牒
の
通
り

で
あ
る
。
こ
の
書
が
到
っ
た
ら
、
吏
を
遣
わ
し
て
懸
泉
置
に
前
年
貸
し
た
牛
車
八
両
を
持
っ
て
郡
庫
…
…
輸
送
…
…
）

懸
泉
漢
簡I 90D

X
T0110①

: 2 2

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
単
純
な
簿
籍
の
送
り
状
（
簿
籍
に
添
付
）
や
、「
書
」
と
の
み
自
称
す
る
も
の
な
ど
が
珍
し
く
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
檄

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
居
延
漢
簡

二
〇
四
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居
延
漢
簡
は
、
一
九
三
〇
年
代
出
土
居
延
漢
簡
・
一
九
七
〇
年
代
出
土
居
延
漢
簡
・
肩
水
金
関
漢
簡
・
地
湾
漢
簡
の
「
両
行
」
簡
を

対
象
と
し
た
。
寸
法
が
判
明
す
る
一
九
三
〇
年
代
出
土
居
延
漢
簡
と
地
湾
漢
簡
併
せ
て
一
覧
表
2
―

1
と
し
、
写
真
の
み
の
一
九
七
〇
年

代
出
土
居
延
漢
簡
・
肩
水
金
関
漢
簡
は
簡
番
号
の
み
を
示
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
覧
表
2
―

2
・
2
―

3
と
し
た
。

　

一
九
三
〇
年
代
出
土
居
延
漢
簡
・
地
湾
漢
簡
（
一
覧
表
2
―

1
）
で
は
、「
両
行
」
簡
二
一
一
点
中
、
有
稜
「
両
行
」
簡
と
思
わ
れ
る
も

の
は
一
点
、
し
か
も
テ
キ
ス
ト
で
は
多
角
柱
の
觚
と
さ
れ
て
い
る
。

〼
之
官
移
居
延
書
曰
萬
歲
里
張
子
君
自
言
責
臨
之
隧
長
徐
〼

〼
□
書
□
〼
﹇
留
﹈
□
張
子
君
買
繒
布
錢
少
千
八
百
五
十
不
〼 

一
九
三
〇
年
代
出
土
居
延
漢
簡132.36 (A

8)

以
上
、
一
九
三
〇
年
代
出
土
居
延
漢
簡
・
地
湾
漢
簡
に
は
有
稜
「
両
行
」
簡
は
皆
無
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
一
九
七
〇
年
代
出
土
居
延
漢
簡
（
一
覧
表
2
―

2
）
は
、「
両
行
」
簡
二
八
八
点
中
、
有
稜
「
両
行
」
簡
は
一
点
で
あ
る
。

〼
□
得
毋
有
侵
假
藉
貸
錢
財
物
以
惠
貿
易
器

〼
□
等
不
貰
賣
衣
物
刀
劍
衣
物
客
吏
民
所
證
所
言
它
如

爰
書
敢
言
之 

一
九
七
〇
年
代
出
土
居
延
漢
簡E.P.T57.97 (A

8)

こ
れ
は
末
尾
の
文
言
か
ら
上
行
文
書
と
し
て
の
特
徴
を
持
っ
て
い
る
が
、
二
行
目
末
尾
に
詰
め
た
小
さ
い
字
で
さ
ら
に
二
行
に
記
す
と

い
う
変
わ
っ
た
書
き
方
を
し
て
い
る
。
上
行
文
書
だ
と
す
る
と
、
控
え
・
草
稿
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
も
う
一
本
簡
牘
を
用
い
な
い

で
済
む
た
め
の
節
約
で
あ
ろ
う
か
。

　

肩
水
金
関
漢
簡
（
一
覧
表
2
―

3
）
で
は
「
両
行
」
簡
二
二
八
点
中
、
有
稜
「
両
行
」
簡
と
思
わ
れ
る
も
の
は
一
点
の
み
、
し
か
も
逃

亡
し
た
と
み
ら
れ
る
個
人
の
特
徴
を
記
載
し
て
あ
る
な
ど
、
緊
急
性
の
あ
る
内
容
か
ら
檄
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
で
あ
れ
ば
「
両
行
」

二
〇
五
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で
は
な
く
多
角
柱
簡
牘
の
可
能
性
が
あ
る
。

…
…
年
卌
一
〃
二
歲
長
七
尺
一
、
二
寸
大
壯
赤
色
去
時
衣
絝
複
襜
褕
縑
單
襜
褕
（
Ａ
面
）

…
…
騂
牡
馬
大
婢
恩
御
恩
年
十
五
〃
六
歲
（
Ｂ
面
） 

肩
水
金
関
漢
簡E.J.T30.94(A

32)

従
っ
て
、
肩
水
金
関
漢
簡
に
も
有
稜
「
両
行
」
簡
牘
は
皆
無
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
通
り
、
敦
煌
漢
簡
と
は
明
ら
か
に
異
な
り
、
ご
く
一
部
に
有
稜
の
可
能
性
が
残
る
ほ
か
は
全
て
が
無
稜
「
両
行
」
簡
で
、
張

掖
郡
地
域
で
は
有
稜
「
両
行
」
簡
牘
を
作
成
・
利
用
す
る
と
い
う
行
為
自
体
が
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
同
種
の
簡
牘
の
官
署
に
よ
る
形
状
の
違
い
が
明
確
に
存
在
す
る
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
こ
の
よ
う

な
差
異
が
あ
ら
わ
れ
た
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
た
め
、
次
節
で
は
敦
煌
懸
泉
漢
簡
「
両
行
」
簡
の
材
質
と
形
状
か
ら
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　

二
、
敦
煌
懸
泉
漢
簡
中
の
「
両
行
」
簡
牘
の
材
質
と
形
状

　

ま
ず
敦
煌
懸
泉
漢
簡
「
両
行
」
簡
の
材
質
か
ら
確
認
す
る
。
テ
キ
ス
ト
に
よ
れ
ば
胡
楊
・
紅
柳
・
松
の
三
種
が
確
認
で
き
る
）
8
（

。
居
延

周
辺
で
は
紅
柳
と
胡
楊
が
元
々
入
手
し
や
す
い
と
み
ら
れ
）
9
（

、
ま
た
松
は
黒
河
上
流
域
の
祁
連
山
脈
で
採
取
で
き
る
。
前
掲
註
（
8
）
の

指
摘
で
は
敦
煌
地
域
で
も
状
況
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

表
③
に
よ
れ
ば
懸
泉
漢
簡
全
体
の
比
率
と
し
て
は
、
紅
柳
が
全
体
の
五
〇
％
を
超
え
、
以
下
、
松
が
三
〇
％
弱
、
胡
楊
が
一
八
％
と

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
有
稜
簡
と
無
稜
簡
に
分
け
て
検
討
す
る
と
明
確
な
差
が
あ
ら
わ
れ
る
。
胡
楊
は
い
ず
れ
も
一
七
％
（
有
稜
）・
一

八
％
（
無
稜
）
程
度
と
な
っ
て
い
る
が
、
有
稜
簡
で
は
紅
柳
七
三
％
・
松
八
％
強
に
対
し
て
、
無
稜
簡
で
は
紅
柳
三
三
％
強
・
松
が
四

二
〇
六
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七
％
強
と
、
比
率
が
逆
転
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
有
稜
「
両
行
」
簡
牘
に
は
紅
柳
が
利
用
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。

　

こ
の
事
実
を
検
討
す
る
た
め
、
さ
ら
に
形
状
を
詳
し
く
確
認
し
た
い
。
ま
ず
簡
の
幅
で
あ
る
が
、
表
④
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
も
一
二

･

一
〜
一
五
ミ
リ
が
最
も
多
い
。
た
だ
し
、
有
稜
で
は
一
五
ミ
リ
ま
で
で
六
二
％
を
超
え
る
の
に
対
し
、
無
稜
で
は
四
二
％
超
に
留
ま

る
。
有
稜
簡
の
幅
の
平
均
は
一
四･

五
六
七
ミ
リ
、
無
稜
簡
は
一
七･

一
四
六
ミ
リ
で
、
有
稜
簡
に
は
幅
が
狭
い
も
の
が
多
い
。
次
に
簡

の
厚
さ
で
あ
る
が
、
表
⑤
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
も
二･

一
ミ
リ
以
上
三
ミ
リ
ま
で
が
最
も
多
い
が
、
有
稜
簡
で
は
三･

一
ミ
リ
以
上
の
占

め
る
割
合
が
六
六
％
を
超
え
る
の
に
対
し
、
無
稜
簡
で
は
三
ミ
リ
ま
で
で
八
五
％
を
超
え
る
と
い
う
違
い
が
み
ら
れ
る
。
有
稜
簡
の
厚

さ
の
平
均
は
四･

三
一
六
ミ
リ
、
無
稜
簡
で
は
二･

七
五
九
ミ
リ
と
、
有
稜
簡
に
は
厚
み
が
大
き
い
も
の
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

以
上
の
結
果
か
ら
、
有
稜
「
両
行
」
簡
は
幅
が
狭
い
反
面
厚
く
、
無
稜
「
両
行
」
簡
は
幅
が
広
く
薄
い
、
と
い
う
特
徴
が
明
ら
か
に

な
る
。
有
稜
簡
は
稜
の
形
成
に
よ
り
厚
み
が
増
す
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
幅
が
狭
い
こ
と
は
何

を
意
味
す
る
の
か
。

　

こ
こ
で
今
一
度
、
有
稜
簡
に
は
紅
柳
が
か
な
り
の
比
率
で
利
用
さ
れ
る
、
と
い
う
点
を
想
起
す
る
必

要
が
あ
る
。
紅
柳
は
河
西
回
廊
で
よ
く
み
か
け
る
樹
木
で
、
漢
代
と
現
代
と
の
間
で
の
環
境
変
動
に
は

注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
居
延
や
敦
煌
の
遺
跡
付
近
で
は
地
中
の
根
が
円
錐
状
に
盛
り
上
が
り
、
そ

こ
か
ら
枝
が
密
生
し
た
よ
う
な
状
態
で
生
え
て
い
る
紅
柳
を
多
く
目
撃
し
た
（
写
真
①
）。
二
〇
〇
九
年

に
漢
代
居
延
の
地
で
あ
る
額
済
納
旗
を
訪
れ
た
際
、
伐
採
さ
れ
た
紅
柳
を
み
た
が
、
幹
の
部
位
と
み
ら

れ
る
太
い
材
は
か
な
り
曲
が
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
む
し
ろ
細
い
枝
の
方
が
比
較
的
曲
が
り
が
緩
や

表③　懸泉（壹）（貳）両行簡樹種表
樹種 紅柳 松 胡楊

有
稜
数量 76 9 18
％ 73.7 8.7 17.4

無
稜
数量 38 54 21
％ 33.6 47.7 18.5

合
計
数量 114 63 39
％ 52.7 29.1 18.0

二
〇
七
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か
で
あ
っ
た
（
写
真
②
）。

　

漢
代
で
も
河
西
回
廊
は
乾
燥
地
域
で
あ
っ
た
が
、
と
な
れ
ば
曲
が
っ
て
い
た
と
し
て

も
太
い
紅
柳
の
幹
は
木
材
と
し
て
は
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
な
る
べ
く
無
駄
な

く
利
用
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
働
い
た
と
す
れ
ば
、
幹
か
ら
真
っ
す
ぐ
な
簡
牘
を
作
成

す
る
こ
と
は
、
相
当
の
部
位
を
再
利
用
も
難
し
い
端
材
と
し
て
捨
て
ざ
る
を
得
な
く
な

る
た
め
、
避
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
、
細
い
上
に
元
々
比
較
的
真
っ
す
ぐ

な
部
位
が
少
な
く
な
い
枝
を
利
用
し
て
簡
牘
を
作
成
し
た
方
が
木
材
全
体
の
利
用
と
し

て
無
駄
が
な
い
。
筆
者
が
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
で
一
九
三
〇
年
代
出
土

居
延
漢
簡
を
観
察
し
た
際
、
紅
柳
の
枝
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
簡
牘
が
複

数
存
在
し
た
が
、
い
ず
れ
も
木
芯
が
明
瞭
で
あ
っ
た
）
10
（

。
懸
泉
漢
簡
の
有
稜
「
両
行
」
簡

の
写
真
の
中
に
も
木
芯
や
節
と
み
ら
れ
る
痕
跡
を
有
す
る
例
が
あ
り
）
11
（

、
有
稜
「
両
行
」

簡
が
紅
柳
の
枝
を
材
料
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
推
定
さ
せ
る
。

　

で
は
、
紅
柳
の
枝
を
材
料
と
し
た
場
合
、
何
故
「
両
行
」
が
有
稜
と
な
る
の
か
。
そ

れ
は
、「
細
い
枝
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
実
際
の
幅
は
一
行
書
の
「
札
」
に
近
く
て
も
、
有
稜
化
す
る
こ
と
で
視
覚
的

に
「
両
行
」
で
あ
る
こ
と
が
強
調
で
き
る
点
が
あ
る
。
前
述
の
如
く
、
前
漢
後
半
期
以

表④　懸泉（壹）（貳）両行簡幅比較表
幅（mm） ～6 ～9 ～12 ～15 ～18 ～21 ～24 24.1～

有
稜

数 1 11 12 40 22 15 0 2
％ 0.9 10.6 11.6 38.8 21.3 14.5 0.0 1.9

無
稜

数 0 5 11 32 26 17 9 13
％ 0.0 4.4 9.7 28.3 23.0 15.0 7.9 11.5

表⑤　懸泉（壹）（貳）両行簡厚比較表
厚（mm） ～2 ～3 ～4 ～5 ～6 ～7 ～8 ～9 ～10 10.1～

有
稜

数 6 28 27 20 15 6 0 0 0 1
％ 5.8 27.1 26.2 19.4 14.5 5.8 0.0 0.0 0.0 0.9

無
稜

数 46 51 10 4 0 1 0 0 1 0
％ 40.7 45.1 8.8 3.5 0.0 0.8 0.0 0.0 0.8 0.0

二
〇
八
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降
に
お
い
て
は
正
式
な
公
文
書
に
「
両
行
」
簡
を
使
う
意
識
が
強
か
っ
た
。
細
い
簡
牘
に
小
さ

い
字
で
二
行
書
き
に
し
た
簿
籍
の
事
例
は
珍
し
く
な
い
が
、
細
い
簡
牘
に
公
文
書
正
本
を
二
行

書
写
し
て
草
稿
な
ど
と
誤
解
さ
れ
る
こ
と
を
避
け
よ
う
と
い
う
意
識
が
あ
れ
ば
、
明
ら
か
に
二

行
書
用
に
作
成
さ
れ
た
有
稜
「
両
行
」
簡
は
、
細
い
材
料
を
用
い
て
「
両
行
」
簡
を
作
成
せ
ね

ば
な
ら
な
い
状
況
下
で
は
有
効
な
対
処
と
な
る
。
し
か
も
、
紅
柳
の
枝
は
直
線
的
で
は
あ
っ
て

も
緩
く
曲
が
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
こ
れ
に
綺
麗
に
縦
に
二
行
書
写
す
る
た
め
の
「
罫
線
」

と
し
て
も
有
用
で
、
か
つ
書
写
面
を
平
坦
に
し
て
さ
ら
に
書
き
や
す
く
で
き
る
。

　

加
え
て
、
幅
が
狭
い
材
料
を
利
用
し
て
二
行
書
の
簡
牘
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、

一
行
ご
と
の
書
写
幅
は
少
し
で
も
広
い
方
が
よ
い
。
そ
の
際
、
稜
線
を
設
け
て
斜
め
の
書
写
面

を
作
れ
ば
、
平
坦
な
書
写
面
よ
り
は
書
写
幅
が
広
く
な
る
。
有
稜
「
両
行
」
簡
の
平
均
の
厚
さ

四･

三
一
六
ミ
リ
、
平
均
の
幅
一
四･

五
六
七
ミ
リ
を
元
に
試
算
す
る
と
、
一
行
当
た
り
約
八･

四
六
五
ミ
リ
と
な
る
。
こ
れ
を
二
倍
す
る
と
一
六･

九
三
ミ
リ
と
な
り
、
全
体
で
二･

三
ミ
リ
以

上
、
元
の
七･

二
八
三
ミ
リ
か
ら
一
行
当
た
り
一
ミ
リ
以
上
の
拡
幅
に
な
る
（
図
②
）。
実
際
の

有
稜
「
両
行
」
簡
牘
で
は
、
断
面
が
平
た
い
五
角
形
に
な
る
と
考
え
、
厚
さ
か
ら
一
ミ
リ
分
を

差
し
引
く
と
、
一
行
当
た
り
約
八･
〇
〇
二
ミ
リ
と
な
り
、
こ
れ
を
二
倍
す
る
と
一
六･

〇
〇
四

ミ
リ
、
全
体
で
約
一･

四
三
ミ
リ
、
一
行
当
た
り
〇･

七
ミ
リ
の
拡
幅
と
な
る
（
図
③
）。
無
稜

写真②　紅柳の枝（上）と幹（下） 写真①　紅柳
いずれも2009年 8月、内蒙古自治区額済納旗にて筆者撮影

二
〇
九
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「
両
行
」
簡
の
幅
平
均
値
一
七･

一
四
六
ミ
リ
と
比
べ
、
有
稜
化
し
な
い
場
合
は
、
有
稜
「
両
行
」
簡
の
平
均
幅

を
一
と
す
る
と
、
無
稜
「
両
行
」
簡
の
幅
は
約
一･

一
七
倍
だ
が
、
三
角
形
に
近
く
有
稜
化
し
て
約
一･

〇
一

倍
、
五
角
形
で
一･

〇
七
倍
と
な
り
、
有
稜
化
し
た
方
が
書
写
幅
が
無
稜
「
両
行
」
簡
に
近
く
な
る
。

　

こ
う
し
た
工
夫
に
、
有
稜
の
も
の
が
あ
る
竹
簡
の
複
数
行
書
写
簡
牘
が
影
響
し
た
可
能
性
は
ど
う
か
。
例
え

ば
陶
安
あ
ん
ど
氏
は
、
竹
は
円
筒
形
で
あ
る
た
め
に
幅
広
の
書
写
面
を
と
る
た
め
に
多
面
体
を
作
る
他
な
く
、

一
行
程
度
し
か
書
け
な
い
書
写
面
が
隆
起
を
は
さ
ん
で
並
ぶ
こ
と
と
な
る
と
し
た
上
で
、
木
簡
よ
り
竹
簡
が
「
両

行
」
の
本
来
的
姿
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
）
12
（

。
実
際
、
紅
柳
の
枝
も
筒
で
は
な
い
が
細
い
円
柱
形
で
あ
り
、

二
行
書
の
簡
牘
を
作
成
す
る
に
は
同
様
の
処
理
が
必
要
と
な
り
、
竹
簡
の
「
両
行
」
が
、
紅
柳
を
中
心
と
す
る

敦
煌
の
有
稜
「
両
行
」
簡
に
、
作
成
上
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
し
、
無
稜
「
両
行
」
簡
が
敦

煌
で
も
少
な
か
ら
ず
利
用
さ
れ
、
張
掖
郡
域
に
至
っ
て
は
ほ
ぼ
皆
無
と
い
う
状
況
を
み
る
と
、
少
な
く
と
も
前

漢
後
半
期
の
河
西
地
域
で
は
「
両
行
」
を
竹
簡
に
似
せ
て
有
稜
化
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
の
意
識
に
よ
り
有
稜

化
し
た
と
は
い
い
難
い
。
ま
た
、
後
漢
中
期
の
五
一
広
場
漢
簡
で
も
「
両
行
」
は
ほ
ぼ
無
稜
で
あ
る
）
13
（

。
す
る
と
、

前
漢
前
半
期
ぐ
ら
い
ま
で
は
「
両
行
」
は
竹
を
模
す
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
前
漢
後
半
期
以
降
薄

れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
細
い
円
柱
状
の
紅
柳
の
枝
を
有
効
に
「
両
行
」
化
す
る
技
法
と
し
て
、

敦
煌
郡
域
で
は
有
稜
化
技
法
が
選
択
さ
れ
、
そ
れ
が
物
理
的
に
竹
簡
「
両
行
」
簡
の
作
成
方
法
と
類
似
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

8.002mm3.316mm

7.283mm

1mm
↓

8.465mm4.316mm

7.283mm

図③ 図②

二
一
〇
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以
上
、
敦
煌
懸
泉
漢
簡
を
中
心
に
、
敦
煌
郡
域
の
有
稜
「
両
行
」
簡
の
材
質
と
形
状
を
み
て
き
た
が
、
基
本
的
に
は
敦
煌
郡
域
に
お

い
て
、
紅
柳
の
枝
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
の
工
夫
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
張
掖
郡
域
の
居
延
地
域
で
は
、

そ
う
し
た
工
夫
が
ほ
と
ん
ど
簡
牘
か
ら
見
受
け
ら
れ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
節
を
改
め
て
居
延
地
域
の
「
両
行
」
簡
の
形
状
を
確
認
し

た
上
で
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　

三
、
居
延
漢
簡
中
の
「
両
行
」
簡
の
形
状
と
簡
牘
形
状
の
地
域
性

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
居
延
漢
簡
中
の
「
両
行
」
簡
の
形
状

　

張
掖
郡
域
の
漢
簡
中
、
寸
法
が
判
明
す
る
の
は
一
九
三
〇
年
代
出
土
居
延
漢
簡
と
地
湾
漢
簡
で
あ
る
が
、
Ａ
八
甲
渠
候
官
遺
跡
・
Ａ

三
二
肩
水
金
関
遺
跡
と
い
っ
た
一
九
七
〇
年
代
出
土
居
延
漢
簡
と
同
じ
遺
跡
か
ら
の
出
土
簡
に
加
え
、
Ａ
三
三
地
湾
、
す
な
わ
ち
肩
水

候
官
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
他
の
遺
跡
か
ら
の
出
土
簡
牘
も
含
ま
れ
る
た
め
、
張
掖
郡
域
の
サ
ン
プ
ル
と
し
て
の
意
義
は
十
分
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

一
例
を
除
い
て
全
て
無
稜
「
両
行
」
簡
で
あ
り
、
有
稜
簡
を
除
い
た
そ
の
幅
の
平
均
は
一
九･

九
五
七
ミ
リ
と
、
敦
煌
懸
泉
漢
簡
の

無
稜
「
両
行
」
簡
牘
よ
り
さ
ら
に
二･

八
一
一
ミ
リ
広
く
（
表
⑥
）、
ま
た
厚
さ
の
平
均
も
三･

五
三
八
ミ
リ
と
〇･

七
ミ
リ
以
上
厚
く

な
っ
て
お
り
（
表
⑦
）、
全
体
と
し
て
懸
泉
漢
簡
無
稜
簡
よ
り
幅
広
・
厚
め
の
作
り
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
示
す
よ
う
に
、
簡
幅
も
一

五･

一
ミ
リ
以
上
の
も
の
が
八
七･

六
％
を
占
め
て
お
り
、
五
七･

五
％
を
占
め
る
懸
泉
漢
簡
無
稜
簡
よ
り
三
〇
％
多
い
。
厚
さ
も
三･

一
ミ
リ
以
上
が
四
九･

五
％
を
占
め
て
お
り
、
一
四･

一
％
を
占
め
る
懸
泉
漢
簡
無
稜
簡
と
の
差
は
明
確
で
あ
る
。
た
だ
し
厚
さ
に
つ
い

二
一
一
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て
は
、
四･

一
ミ
リ
以
上
は
一
五･

二
％
で
、
そ
こ
ま
で
大
き
な
差
で
は
な
い
と
も
い
え
る
。
ま
た
懸
泉

漢
簡
有
稜
簡
の
厚
さ
の
平
均
四･

三
一
六
ミ
リ
よ
り
は
一
ミ
リ
弱
薄
く
、
有
稜
簡
の
厚
さ
は
明
確
で
あ

る
。

　

以
上
の
点
か
ら
み
て
、
張
掖
郡
域
で
は
幅
広
で
敦
煌
郡
域
よ
り
少
し
厚
手
の
、
い
わ
ば
「
贅
沢
な
つ

く
り
」
の
無
稜
「
両
行
」
簡
が
一
般
的
に
作
成
・
利
用
さ
れ
て
お
り
、
有
稜
「
両
行
」
簡
は
ほ
と
ん
ど

作
成
・
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
一
五
ミ
リ
以
下
の
「
両
行
」
が
な
い
わ
け

で
は
な
い
が
、
そ
う
し
た
材
料
を
利
用
す
る
に
際
し
て
も
有
稜
化
し
な
い
程
度
に
、
張
掖
郡
域
の
無
稜

「
両
行
」
簡
へ
の
志
向
が
強
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
簡
牘
形
状
の
地
域
性
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て
の
仮
説

　

そ
れ
で
は
、
上
記
の
よ
う
な
差
が
何
故
生
じ
た
の
か
。
張
掖
郡
域
の
「
両
行
」
簡
の
樹
種
情
報
が
な

く
、
ま
た
簡
牘
出
土
遺
跡
の
正
式
な
発
掘
報
告
書
が
非
常
に
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
現
時
点
で
は
推

測
を
多
分
に
含
む
仮
説
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
そ
の
要
因
の
検
討
を
試
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

①
行
政
機
構
の
業
務
量
の
違
い
に
よ
る
可
能
性

　

張
掖
郡
域
の
簡
牘
出
土
遺
跡
は
河
西
回
廊
の
東
西
を
結
ぶ
主
要
交
通
路
か
ら
外
れ
た
居
延
地
域
に
あ
る
一
方
、
敦
煌
郡
域
は
主
要
交

通
路
と
重
な
っ
て
い
る
（
地
図
）。
こ
の
た
め
両
地
域
に
業
務
の
繁
閑
の
差
が
生
じ
、
主
要
交
通
路
に
沿
っ
た
敦
煌
郡
域
で
は
張
掖
（
居

表⑥　1930年代出土居延漢簡・地湾漢簡無稜「両行」簡幅表
幅（mm） ～6 ～9 ～12 ～15 ～18 ～21 ～24 24.1～
数 0 0 8 18 56 64 29 35
％ 0.0 0.0 3.8 8.5 26.6 30.4 13.8 16.6

表⑦　1930年代出土居延漢簡・地湾漢簡無稜「両行」簡厚表
厚（mm） ～1 ～2 ～3 ～4 ～5 ～6 ～7 7.1～
数 1 23 82 72 31 0 1 0
％ 0.4 10.9 39.0 34.2 14.7 0.0 0.4 0.0

二
一
二
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延
）
に
比
べ
大
量
の
簡
牘
を
消
費
す
る
た
め
、
入
手

し
や
す
い
紅
柳
の
大
量
使
用
を
必
要
と
し
た
結
果
、

有
稜
「
両
行
」
簡
が
増
加
し
た
と
い
う
考
え
方
は
ど

う
か
。

　

交
通
に
関
わ
る
官
署
と
し
て
、
性
格
が
異
な
る
が

駅
置
で
あ
る
敦
煌
の
懸
泉
置
遺
跡
と
関
所
で
あ
る
張

掖
（
居
延
）
の
肩
水
金
関
遺
跡
を
比
較
す
る
。
懸
泉

置
遺
跡
の
出
土
簡
は
整
理
後
の
有
字
簡
が
約
一
八
〇

〇
〇
点
と
さ
れ
る
。
肩
水
金
関
遺
跡
出
土
簡
は
一
九

三
〇
年
代
出
土
分
八
五
〇
点
、
一
九
七
〇
年
代
出
土

分
約
一
一
〇
〇
〇
点
の
合
計
一
二
〇
〇
〇
点
弱
、
懸

泉
置
の
三
分
の
二
弱
程
度
の
数
量
で
あ
る
が
、
懸
泉

置
の
活
動
期
間
が
前
漢
後
半
か
ら
後
漢
中
期
ま
で
）
14
（

、

肩
水
金
関
は
前
漢
後
半
か
ら
後
漢
初
代
光
武
帝
期
で
）
15
（

、

活
動
期
間
に
数
十
年
の
差
が
あ
る
。
官
署
と
し
て
も
、

懸
泉
置
に
は
前
五
六
〜
前
四
六
年
の
間
は
長
吏
で
あ

二
一
三

祁

連

山

弱水河

北大河
黒河

大通河

昌馬河
（疏勒河）

党河

敦煌郡
②

酒泉郡

張掖郡

武威郡

★

★
★

★★ A33 地湾遺跡・
A32 肩水金関遺跡

懸泉置遺跡
玉門関遺跡 

馬圏湾遺跡 

A8 甲渠候官遺跡

150km

凡例
……　交通路　　　河川・湖沼
　　　高地　　●　郡太守府
　　　山地　　★　簡牘出土遺跡
　　　
　　
　　

①

漢代河西回廊略図

註 1　河川名は現在のもの、河道は前漢期のもの
註 2　地図作成時の参考資料
・譚其驤『中国歴史地図集　第二冊　秦・西漢・東漢時期』中国地図出版社、1982年
の33–34頁「涼州刺史部」
・国家文物局主編『中国文物地図集　内蒙古自治区分冊』上、西安地図出版社、2003
年の277頁「額済納旗文物図」
・国家文物局主編『中国文物地図集　甘粛分冊』上、測絵出版社、2011年の43頁「甘
粛省地勢図」・195頁「敦煌市文物図」・197頁「金搭県文物図」
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る
丞
が
設
置
さ
れ
）
16
（

、
懸
泉
置
と
懸
泉
駅
・
懸
泉
廏
・
伝
舎
・
厨
も
併
設
さ
れ
）
17
（

、
官
吏
は
一
〇
名
を
超
え
た
と
推
定
さ
れ
る
。
肩
水
金
関

遺
跡
は
肩
水
金
関
と
東
部
候
長
治
所
・
騂
北
亭
が
同
居
し
て
い
た
）
18
（

。
長
吏
は
お
ら
ず
官
吏
は
六
、
七
名
と
推
定
さ
れ
る
。
単
純
に
肩
水

金
関
遺
跡
の
規
模
が
小
さ
く
活
動
期
間
も
短
期
間
の
た
め
、
出
土
簡
牘
量
が
少
な
い
だ
け
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
公
文
書
は
原
則
的
に
設
置
さ
れ
た
官
署
数
と
配
属
官
吏
数
に
よ
っ
て
増
減
す
る
と
み
ら
れ
る
。
居
延
は
重
要
拠
点

と
し
て
県
の
他
、
都
尉
府
が
二
つ
設
置
さ
れ
て
多
数
の
戍
卒
が
駐
屯
し
、
屯
田
や
治
水
の
た
め
の
県
級
機
構
が
所
在
し
て
い
た
）
19
（

。
実
際

の
文
書
行
政
で
は
、
下
行
文
書
は
中
央
政
府
や
郡
太
守
府
か
ら
隷
下
各
機
関
に
区
別
な
く
下
達
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
れ
に
対
し
て

回
答
（
＝
上
行
文
書
）
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
ま
た
多
い
。『
漢
書
』
地
理
志
に
属
県
六
・
人
口
三
八
三
三
五
と
あ
る
敦
煌
郡
と
、
属
県

一
〇
・
人
口
八
八
七
三
一
と
あ
る
張
掖
郡
と
で
は
、
む
し
ろ
後
者
の
方
が
業
務
量
は
多
く
、
そ
れ
に
伴
い
居
延
地
域
で
の
公
文
書
も
多

く
な
ろ
う
）
20
（

。
敦
煌
郡
も
漢
の
直
轄
支
配
領
域
末
端
と
い
う
点
で
は
居
延
地
域
と
大
差
な
く
、
当
時
の
文
書
行
政
の
状
況
か
ら
、
西
域
と

の
通
関
行
政
を
考
慮
し
て
も
、
簡
牘
の
材
質
に
影
響
す
る
ほ
ど
居
延
地
域
と
の
業
務
の
差
が
生
じ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

②
自
然
環
境
要
因
の
可
能
性

　

そ
こ
で
、
張
掖
郡
域
の
「
両
行
」
簡
の
「
贅
沢
な
つ
く
り
」
は
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
居
延
地
域
を
含
む

張
掖
郡
域
で
は
幅
広
の
簡
牘
を
作
成
す
る
た
め
の
材
料
が
敦
煌
郡
域
よ
り
入
手
し
や
す
く
、
張
掖
郡
域
の
官
署
全
体
と
し
て
無
稜
「
両

行
」
簡
が
大
半
を
占
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

簡
牘
の
材
料
入
手
に
つ
い
て
は
、
エ
ノ
＝
ギ
ー
レ
氏
に
よ
り
、
居
延
・
敦
煌
一
帯
の
簡
牘
は
大
部
分
が
当
地
の
木
材
（
紅
柳
・
胡
楊
）

で
作
ら
れ
て
お
り
、
辺
境
防
衛
機
構
に
属
す
る
戍
卒
ら
の
作
業
内
容
と
し
て
簡
牘
に
記
載
さ
れ
る
「
伐
木
」「
削
工
」
が
あ
る
と
指
摘
さ

二
一
四
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れ
て
い
る
）
21
（

。
た
だ
し
、
敦
煌
懸
泉
漢
簡
無
稜
「
両
行
」
簡
の
材
質
の
半
数
近
く
は
胡
楊
で
は
な
く
「
松
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
敦
煌
・

居
延
地
域
の
簡
牘
出
土
遺
跡
付
近
で
は
ほ
と
ん
ど
自
生
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
何
ら
か
の
手
段
で
他
地
域
か
ら
松
を

入
手
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
手
段
の
候
補
の
一
つ
が
購
入
と
な
る
。

　

簡
牘
の
価
格
を
示
し
た
事
例
と
し
て
知
ら
れ
る
簡
牘
が
以
下
で
あ
る
）
22
（

。

尉
史
竝
白

敎
問
木
大
小
賈
謹
問
木
大
四
韋
長
三
丈
韋
七
十
長
二
丈
五
尺
韋
五
十
五
●
三
韋
木
長
三
丈
枚
百
六
十
椽
木
長
三
丈
枚
百
長

二
丈
五
尺
枚
八
十
毋
櫝
槧

（
尉
史
并
申
し
上
げ
ま
す
。
お
申
し
付
け
に
木
の
大
小
の
価
格
の
ご
質
問
が
あ
り
、
謹
ん
で
問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
四
韋
で
長
さ

三
丈
の
も
の
は
韋
ご
と
に
七
〇
、
長
さ
二
丈
五
尺
の
も
の
は
韋
ご
と
に
五
五
。
●
三
韋
の
木
で
長
さ
三
丈
の
も
の
一
つ
一
六
〇
、

椽
木
は
長
さ
三
丈
で
一
つ
一
〇
〇
、
長
さ
二
丈
五
尺
で
一
つ
八
〇
、
櫝
・
槧
は
あ
り
ま
せ
ん
）

一
九
七
〇
年
代
居
延
漢
簡EPT65.120

（A
8

）

　

こ
の
よ
う
な
事
例
か
ら
、
簡
牘
ま
た
は
そ
の
材
料
の
購
入
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
だ
が
そ
う
だ
と
し
て
、
松
は
ど
こ

か
ら
居
延
の
甲
渠
候
官
や
敦
煌
懸
泉
置
ま
で
運
ば
れ
た
の
か
。
松
の
候
補
で
あ
る
「
青
海
雲
杉
」Picea crassifolia

は
、
海
抜
一
六
〇

〇
〜
三
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
地
に
生
育
し
、
谷
間
や
日
陰
斜
面
で
単
純
林
を
形
成
す
る
）
23
（

。
黒
河
上
流
域
の
調
査
で
は
、
針
葉
樹
林
は

標
高
二
四
〇
〇
〜
三
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
限
ら
れ
る
と
い
う
）
24
（

。
そ
こ
で
張
掖
郡
域
で
は
南
の
山
地
を
入
手
地
と
し
、
後
述
の
よ
う
に
水

運
を
仮
定
し
、
漢
代
張
掖
郡
治
所
在
地
と
さ
れ
る
張
掖
市
黒
水
国
北
城
遺
跡
）
25
（

か
ら
南
西
の
、
祁
連
山
脈
か
ら
黒
河
が
流
れ
出
る
地
点
を

二
一
五
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木
材
の
運
搬
開
始
地
点
と
す
る
と
（
地
図
上
①
）、
直
線
距
離
で
甲
渠
候
官
ま
で
約
三
四
〇
キ
ロ
、
觻
得
県
か
ら
黒
河
沿
い
の
経
路
と
す

れ
ば
約
四
四
〇
キ
ロ
と
な
る
。

　

一
方
敦
煌
郡
域
で
も
南
に
祁
連
山
脈
が
連
な
っ
て
い
る
が
、Google Earth

な
ど
で
確
認
す
る
限
り
、
樹
林
な
ど
は
酒
泉
以
西
で
は
あ

ま
り
見
受
け
ら
れ
ず
、
ま
た
祁
連
山
脈
の
標
高
も
先
ほ
ど
の
生
育
に
適
し
た
高
度
よ
り
高
い
所
が
増
え
る
）
26
（

。『
史
記
索
隠
』
所
引
『
西
河

旧
事
』
に
は
祁
連
山
に
つ
い
て
、

山
は
張
掖
・
酒
泉
二
界
の
上
に
在
り
、
東
西
二
百
餘
里
、
南
北
百
里
、
松
柏
五
木
有
り
、
水
草
美
し
く
、
冬
は
溫
か
く
夏
は
涼
し

く
、
畜
牧
に
宜
し
）
27
（

。

と
の
記
載
が
あ
り
）
28
（

、
張
掖
・
酒
泉
付
近
の
祁
連
山
脈
の
豊
か
さ
を
示
す
一
方
、『
漢
書
』
匈
奴
伝
下
に
河
西
四
郡
成
立
後
も
張
掖
郡
付
近

に
匈
奴
の
突
出
部
が
あ
っ
て
、
前
漢
末
で
も
そ
の
山
に
匈
奴
の
西
辺
諸
侯
が
木
材
の
供
給
を
頼
っ
て
い
た
と
の
史
料
も
あ
る
）
29
（

。

匈
奴
に
漢
に
斗
入
す
る
地
有
り
、
張
掖
郡
に
直
り
、
奇
材
木
・
箭
竿
・
就
羽
を
生
し
、
如
し
之
を
得
れ
ば
、
邊
に
於
い
て
は
甚
だ

饒
に
し
て
、
國
家
に
地
を
廣
げ
る
の
實
有
り
）
30
（

。

匈
奴
西
邊
諸
侯
は
穹
廬
及
び
車
を
作
る
に
、
皆
此
の
山
に
材
木
を
仰
ぐ
）
31
（

。

当
時
は
祁
連
山
脈
の
ほ
と
ん
ど
が
漢
の
管
制
下
に
あ
り
、
仮
に
敦
煌
付
近
に
森
林
が
あ
っ
て
も
匈
奴
の
自
由
に
な
ら
ず
、
張
掖
近
辺
の

山
地
の
木
材
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
漢
が
こ
の
山
地
に
目
を
付
け
て
譲
渡
を
持
ち
か
け
た
こ
と
か
ら
、
酒
泉

以
西
の
祁
連
山
脈
で
は
大
量
の
木
材
入
手
は
見
込
め
な
か
っ
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
嘉
峪
関
市
南
西
の
北
大
河
が
祁
連
山
脈
か

ら
流
れ
出
る
地
点
を
木
材
の
運
搬
開
始
地
点
と
仮
定
す
る
と
（
地
図
上
②
）、
敦
煌
懸
泉
置
ま
で
は
三
二
〇
キ
ロ
以
上
、
一
度
敦
煌
郡
府

二
一
六
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ま
で
運
ぶ
と
す
れ
ば
六
〇
キ
ロ
を
加
え
三
八
〇
キ
ロ
、
採
算
が
合
わ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

百
里
（
約
四
〇
キ
ロ
）
に
樵
を
販
ら
ず
。 

『
史
記
』
貨
殖
列
伝）32
（

こ
の
例
は
燃
料
に
す
る
た
め
の
木
材
の
話
だ
が
、
消
耗
品
と
い
う
点
で
、
簡
牘
に
利
用
さ
れ
る
木
材
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
仮
に
労
役
な

ど
に
よ
る
伐
採
運
搬
を
実
施
し
た
に
し
て
も
、
費
用
・
労
力
の
大
き
さ
は
否
め
な
い
。

　

た
だ
し
居
延
で
は
、
弱
水
（
黒
河
）
を
利
用
し
た
水
運
が
あ
る
程
度
可
能
と
な
る
）
33
（

。
伐
採
し
た
木
材
を
河
川
で
運
搬
す
る
こ
と
は
、

漢
代
で
も
行
わ
れ
て
い
た
。

臣
の
前
部
の
士
山
に
入
り
、
材
木
大
小
六
萬
餘
枚
を
伐
り
、
皆
水
次
に
在
り
…
…
中
略
…
…
冰
解
け
れ
ば
漕
ぎ
て
下
し
、
鄕
亭
を

繕
い
、
溝
渠
を
浚
い
、
湟
陿
以
西
の
道
橋
七
十
所
を
治
し
、
鮮
水
の
左
右
に
至
る
を
可
と
せ
し
む
。 

『
漢
書
』
趙
充
国
伝）34
（

と
す
れ
ば
、
居
延
は
祁
連
山
脈
か
ら
極
め
て
遠
隔
地
に
み
え
る
も
の
の
、
実
際
に
は
祁
連
山
脈
産
木
材
の
入
手
事
情
は
悪
く
な
か
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
原
材
料
や
完
成
品
と
し
て
送
ら
れ
て
こ
な
い
ま
で
も
、
郡
治
の
觻
得
県
を
は
じ
め
祁
連
山
脈
に
近
い
張
掖
郡
域

の
官
署
で
松
の
無
稜
「
両
行
」
簡
が
大
量
に
作
成
・
利
用
さ
れ
て
い
れ
ば
、
同
一
郡
内
と
い
う
こ
と
で
公
文
書
と
し
て
居
延
ま
で
流
入

す
る
松
の
無
稜
「
両
行
」
簡
も
増
え
、
再
利
用
な
ど
さ
れ
る
も
の
も
増
加
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
張
掖
郡
の
官
署
で
は
、
材
質

に
関
わ
ら
ず
有
稜
「
両
行
」
簡
の
作
成
・
使
用
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

一
方
、
敦
煌
郡
域
で
は
、
松
が
入
手
困
難
と
ま
で
は
い
え
な
か
っ
た
こ
と
は
、
無
稜
「
両
行
」
簡
の
半
数
を
松
製
が
占
め
る
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
。
敦
煌
郡
域
を
流
れ
る
疏
勒
河
（
昌
馬
河
）
は
酒
泉
よ
り
西
方
に
位
置
し
、
漢
代
で
は
「
冥
沢
」
と
い
う
湖
を
形
成
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
上
流
部
は
酒
泉
郡
の
南
の
祁
連
山
脈
に
達
す
る
も
の
の
、
漢
の
河
西
南
方
防
衛
線
を
越
え
羌
の
勢
力
圏
へ
入
り

二
一
七
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込
み
）
35
（

、
標
高
や
降
水
量
な
ど
の
自
然
条
件
も
森
林
が
存
在
で
き
る
条
件
を
満
た
さ
な
い
地
域
が
増
え
る
。
で
あ
れ
ば
張
掖
郡
域
に
比
べ

松
の
供
給
量
は
少
な
く
、
建
材
な
ど
へ
の
利
用
が
優
先
さ
れ
れ
ば
簡
牘
へ
利
用
で
き
る
量
も
少
な
く
な
る
。
敦
煌
懸
泉
漢
簡
「
両
行
」

簡
の
中
で
有
稜
簡
が
半
数
を
占
め
、
そ
の
中
で
も
紅
柳
が
圧
倒
的
な
数
量
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
、
敦
煌
郡
域
で
は
、
現
地
で
入
手
で

き
る
紅
柳
を
有
効
か
つ
便
利
に
使
う
た
め
有
稜
化
が
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
工
夫
が
継
続
さ
れ
る
と
、
松
で
あ
っ
て
も
有
稜
化
さ
れ
や
す

く
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
「
両
行
」
簡
の
半
数
以
上
が
無
稜
で
作
成
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
松
製
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
、
胡
楊
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
お
く
。
胡
楊
は
河
西
で
入
手
し
や
す
い
は
ず
だ
が
、
懸
泉
漢
簡
に
よ
る
限
り
「
両
行
」
簡
全

体
の
二
割
弱
を
占
め
る
に
と
ど
ま
り
、
松
の
方
が
多
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
敦
煌
馬
圏
湾
遺
跡
の
木
器
の
材
質
が
参
考
に
な
る
。

馬
圏
湾
遺
跡
で
は
木
器
五
〇
点
の
出
土
が
報
告
さ
れ
、
材
質
が
示
さ
れ
た
も
の
は
二
五
件
、
う
ち
一
八
件
を
胡
楊
が
占
め
る
）
36
（

。
ま
た
、

玉
門
関
遺
跡
で
は
木
器
一
一
件
中
、
胡
楊
四
件
と
白
楊
（
胡
楊
の
近
縁
種
）
四
件
で
八
件
を
占
め
る
）
37
（

。
敦
煌
で
も
最
も
西
端
の
二
遺
跡
の

情
報
だ
け
で
断
定
は
で
き
な
い
が
、
胡
楊
は
紅
柳
に
比
べ
れ
ば
大
き
く
成
長
す
る
の
で
、
河
西
の
乾
燥
地
で
は
現
地
で
得
ら
れ
る
木
材

と
し
て
建
材
や
木
器
な
ど
一
定
程
度
の
大
き
さ
を
要
す
る
も
の
に
優
先
的
に
利
用
さ
れ
、
簡
牘
、
特
に
よ
り
多
く
の
木
材
を
要
す
る
幅

広
の
簡
牘
製
作
へ
廻
さ
れ
る
量
は
多
く
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
現
時
点
で
敦
煌
地
域
で
は
松
製
簡
牘

が
胡
楊
製
簡
牘
よ
り
多
か
っ
た
事
実
は
、
敦
煌
地
域
へ
は
大
き
な
ま
ま
の
材
木
で
は
な
く
簡
牘
な
い
し
簡
牘
へ
加
工
し
や
す
い
状
態
で

流
入
し
た
松
が
少
な
く
な
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
他
地
域
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
松
製
簡
牘
の
積
極
的
再
利
用
を
想
定
す
べ
き
こ
と
を
示

唆
し
よ
う
。

二
一
八



21

地
域
・
官
署
に
よ
る
簡
牘
形
状
の
違
い
　
　
髙
村

東洋学報　第104巻３号　地域・官署による簡牘形状の違い　再抜念校

　
　
　
　
　

お　

わ　

り　

に

　

以
上
、
前
漢
後
半
期
の
河
西
地
域
に
お
け
る
敦
煌
漢
簡
と
居
延
漢
簡
の
「
両
行
」
簡
を
比
較
し
、
同
一
用
途
の
簡
牘
の
形
態
の
違
い

の
存
在
と
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
五
一
広
場
漢
簡
な
ど
の
状
況
か
ら
、
前
漢
後
半
期
以
降
、
木
の
「
両
行
」
簡
は
平
坦

で
や
や
幅
広
な
簡
牘
と
し
て
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
、
張
掖
郡
域
に
お
い
て
も
そ
れ
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
敦
煌
郡
域
で
は

平
坦
な
「
両
行
」
簡
に
加
え
、
全
「
両
行
」
簡
の
半
数
近
く
を
有
稜
「
両
行
」
簡
が
占
め
て
い
た
。
有
稜
「
両
行
」
簡
は
張
掖
郡
域
で

は
ほ
ぼ
み
ら
れ
ず
、
現
時
点
で
は
敦
煌
郡
域
特
有
の
簡
牘
と
考
え
ら
れ
、
元
々
は
細
い
紅
柳
の
枝
を
有
効
に
利
用
す
る
た
め
、
有
稜
化

加
工
を
施
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
実
際
に
は
樹
種
と
は
関
係
な
く
有
稜
化
加
工
を
施
す
よ
う
に
な
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
簡
牘
が
敦
煌
郡
で
利
用
さ
れ
た
要
因
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
は
サ
ン
プ
ル
数
な
ど
の
問
題
か
ら
仮
説
の
構
築
を
試
み
た

結
果
、
敦
煌
で
は
幅
広
の
簡
牘
に
利
用
で
き
る
木
材
が
潤
沢
に
供
給
さ
れ
る
環
境
に
な
く
、
細
い
紅
柳
の
枝
を
多
用
し
て
い
た
こ
と
が

要
因
と
推
測
さ
れ
た
。
一
方
、
張
掖
郡
域
で
は
、
敦
煌
に
比
べ
木
材
が
入
手
し
や
す
く
、
そ
の
た
め
樹
種
に
関
わ
ら
ず
平
坦
な
無
稜
「
両

行
」
簡
が
作
成
・
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
官
署
に
よ
る
同
一
機
能
の
簡
牘
形
状
の
違
い
が
、
官
署

所
在
地
域
の
自
然
環
境
に
影
響
さ
れ
た
一
例
と
み
な
す
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
ま
た
如
上
の
点
か
ら
、
河
西
地
域
で
は
簡
牘
の
材
料
は

郡
の
境
を
越
え
て
大
量
に
移
送
さ
れ
る
こ
と
は
多
く
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
辺
郡
の
物
流
を
考
え
る
た
め
の
一
つ
の
材
料
を
も
提
供

で
き
た
と
考
え
る
。

　

現
時
点
で
は
仮
説
に
と
ど
ま
っ
た
部
分
も
多
く
、
居
延
漢
簡
に
お
け
る
樹
種
情
報
と
し
て
紅
柳
の
利
用
に
つ
い
て
も
う
少
し
比
較
検

二
一
九
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討
を
実
施
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
議
論
が
深
ま
る
。
台
湾
中
央
研
究
院
所
蔵
居
延
漢
簡
な
ど
の
調
査
の
機
会
を
得
て
、
さ
ら
な
る
精
度
向

上
を
爾
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（1
）　

例
と
し
て
籾
山
明
「
刻
歯
簡
牘
初
探　
　

漢
簡
形
態
論
の
た
め

に　
　

」・「
魏
晋
楼
蘭
簡
の
形
態　
　

封
検
を
中
心
と
し
て　
　

」

（
同
『
秦
漢
出
土
文
字
史
料
の
研
究　
　

形
態
・
制
度
・
社
会　
　

』

第
一
部
第
一
章
・
第
一
部
第
二
章
、
創
文
社
、
二
〇
一
五
年
﹇
初
出

一
九
九
五
・
二
〇
〇
一
﹈）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
2
）　

拙
稿
「
中
国
古
代
簡
牘
の
分
類
に
つ
い
て
」（
拙
著
『
秦
漢
簡
牘

史
料
研
究
』
付
編
第
三
章
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
﹇
初
出
二
〇

一
二
﹈）。

（
3
）
本
稿
で
は
、「
敦
煌
漢
簡
」
を
、
漢
代
敦
煌
郡
域
で
発
見
さ
れ
た

漢
代
簡
牘
の
総
称
と
し
て
用
い
、
個
別
の
史
料
群
を
指
す
場
合
に
は
、

敦
煌
懸
泉
漢
簡
、
敦
煌
馬
圏
湾
漢
簡
な
ど
と
呼
称
す
る
。
ま
た
同
じ

く
「
居
延
漢
簡
」
を
張
掖
郡
域
の
居
延
・
肩
水
両
地
域
で
発
見
さ
れ

た
漢
代
簡
牘
の
総
称
と
し
て
用
い
、
個
別
の
史
料
群
を
指
す
場
合
に

は
、
肩
水
漢
簡
、
地
湾
漢
簡
な
ど
と
呼
称
す
る
。

（
4
）
角
谷
常
子
「
簡
牘
の
形
状
に
お
け
る
意
味
」（
冨
谷
至
編
『
辺
境

出
土
木
簡
の
研
究
』
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
5
）「
記
」
に
つ
い
て
は
、
鵜
飼
昌
男
「
漢
代
の
文
書
に
つ
い
て
の
一

考
察　
　
『
記
』
と
い
う
文
書
の
存
在　
　

」（『
史
泉
』
六
八
、
一
九

八
八
年
）、
拙
稿
「
漢
代
文
書
行
政
に
お
け
る
書
信
の
位
置
付
け
」（
前

掲
註
（
2
）
拙
著
第
一
章
、
汲
古
書
院
、
二
〇
一
五
年
﹇
初
出
二
〇

〇
九
﹈）
参
照
。

（
6
）　

後
掲
の
玉
門
関
漢
簡
テ
キ
ス
ト
で
は
、
一
九
九
八
年
に
玉
門
関

遺
跡
で
出
土
し
た
簡
牘
以
外
に
、
懸
泉
置
遺
跡
を
は
じ
め
敦
煌
郡
域

で
採
集
さ
れ
た
簡
牘
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、「
玉
門
関
漢
簡
」
と
し
て

一
括
し
た
。
た
だ
し
、
明
ら
か
に
漢
代
で
は
な
い
史
料
に
つ
い
て
は

除
外
し
た
。

（
7
）　

多
角
柱
簡
牘
を
模
し
て
檄
と
し
て
利
用
し
た
簡
牘
の
存
在
に
つ

い
て
は
、
前
掲
註
（
4
）
角
谷
論
考
（
一
一
五
頁
）
で
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

（
8
）　

テ
キ
ス
ト
に
明
記
は
な
い
が
、
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
「
敦

煌
馬
圏
湾
漢
代
烽
燧
遺
址
発
掘
報
告
」（
同
編
『
敦
煌
漢
簡
』
中
華
書

局
、
一
九
九
一
年
）
六
七
頁
に
よ
れ
ば
、
胡
楊
はPopulus euphratica

（
ポ
プ
ラ
）、
紅
柳
はTam

arix ram
osissim

a

（
タ
マ
リ
ス
ク
）、
松
は

二
二
〇
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Picea neoveitchii

（
ト
ウ
ヒ
）
と
さ
れ
る
。
松
は
、
現
在
の
祁
連
山

脈
で
の
主
要
樹
木
「
青
海
雲
杉
」Picea crassifolia

も
考
え
ら
れ
る
。

井
上
充
幸
「
明
清
時
代
の
黒
河
上
流
域
に
お
け
る
山
林
の
開
発
と
環

境
へ
の
影
響
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
三
、
二
〇
一
〇
年
）

四
七
八
頁
註
（
10
）。

（
9
）　

フ
フ
バ
ー
ト
ル
「
現
代
中
国
史
に
み
る
エ
ズ
ネ
ー
の
水
と
牧
畜

業　
　

地
下
水
依
存
牧
畜
業
の
始
ま
り
、
一
九
五
七
〜
六
五
を
中
心

に　
　

」（
井
上
充
幸
・
加
藤
雄
三
・
森
谷
一
樹
『
オ
ア
シ
ス
地
域
史

論
叢　
　

黒
河
流
域
二
〇
〇
〇
年
の
点
描　
　

』）
の
二
二
八
頁
、
前

掲
註
（
8
）
井
上
論
考
参
照
。

（
10
）　

例
え
ば
筆
者
が
実
見
し
た
も
の
で
は
、10.9 (A

33)

・183.3  
(A

33)

・236.1 (A
33)

・258.25 (A
8)

・275.29 (A
10)

・427.1 (P1)

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
籾
山
明
・
佐
藤
信
編
『
文
献
と
遺
物
の
境
界

II　
　

中
国
出
土
簡
牘
史
料
の
生
態
的
研
究　
　

』（
東
京
外
国
語
大

学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
四
年
）
第
Ⅰ
部

図
版
編
参
照
。

（
11
）　

例
え
ば
写
真
か
ら
の
判
別
で
は
あ
る
が
、I90D

X
T0110①

: 1 0

（
紅
柳
）・0111②

:26

（
紅
柳
）
の
裏
面
に
は
木
芯
の
、
ま
た

I90D
X

T0111②
:21

（
紅
柳
）
に
は
節
の
痕
跡
が
み
ら
れ
る
。

（
12
）　

陶
安
あ
ん
ど
「
書
写
材
料
と
モ
ノ
の
狭
間　
　

日
本
木
簡
学
と

の
比
較
を
通
じ
て
み
た
中
国
簡
牘
学
の
ジ
レ
ン
マ　
　

」（
籾
山
明
・

佐
藤
信
編
『
文
献
と
遺
物
の
境
界　
　

中
国
出
土
簡
牘
史
料
の
生
態

的
研
究　
　

』
六
一
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
の
註
（
16
）
参
照
。

（
13
）　

長
沙
五
一
広
場
漢
簡
の
写
真
に
つ
い
て
は
、
長
沙
市
文
物
考
古

研
究
所
・
清
華
大
学
出
土
文
献
研
究
与
保
護
中
心
・
中
国
文
化
遺
産

研
究
院
・
湖
南
大
学
岳
麓
書
院
編
『
長
沙
五
一
広
場
東
漢
簡
牘
』（
中

西
書
局
、
壱
と
弐
二
〇
一
八
・
参
と
肆
二
〇
一
九
・
伍
と
陸
二
〇
二

〇
年
）
を
参
照
。

（
14
）　

郝
樹
声
・
張
徳
芳
『
懸
泉
漢
簡
研
究
』（
甘
粛
文
化
出
版
社
、
二

〇
〇
九
年
）
の
第
二
章
「
紀
年
与
時
称
」
に
よ
る
と
、
前
八
五
年
ご

ろ
か
ら
後
漢
期
の
一
〇
七
年
ご
ろ
ま
で
は
活
動
し
て
い
た
。

（
15
）　

郭
偉
濤
「
漢
代
肩
水
金
関
関
吏
編
年
及
相
関
問
題
」（『
出
土
文

献
』
一
〇
、
二
〇
一
七
年
）
に
よ
る
と
、
遅
く
と
も
前
八
〇
年
設
置
、

早
く
と
も
王
莽
期
の
一
九
年
ま
で
は
活
動
し
て
い
た
。

（
16
）　

張
俊
民
「
懸
泉
漢
簡
〝
置
丞
〞
簡
与
漢
代
郵
伝
管
理
制
度
的
演

変
」（
同
氏
『
簡
牘
学
論
稿　
　

聚
沙
篇
』
甘
粛
教
育
出
版
社
、
二
〇

一
四
年
﹇
初
出
二
〇
〇
八
﹈）。

（
17
）　

前
掲
註
（
14
）
郝
樹
声
・
張
徳
芳
著
書
第
一
章
「
懸
泉
漢
簡
与

懸
泉
置
」
参
照
。

（
18
）　

青
木
俊
介
「
漢
代
肩
水
地
区
Ａ
三
二
所
在
機
関
と
そ
の
業
務
関

係　
　

肩
水
金
関
と
肩
水
東
部
を
中
心
に　
　

」（
髙
村
武
幸
編
『
周

縁
領
域
か
ら
み
た
秦
漢
帝
国
』
六
一
書
房
、
二
〇
一
七
年
）。

二
二
一
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（
19
）　

籾
山
明
「
漢
代
エ
チ
ナ=

オ
ア
シ
ス
に
お
け
る
開
発
と
防
衛
線

の
展
開
」（
同
氏
『
秦
漢
出
土
文
字
史
料
の
研
究　
　

形
態
・
制
度
・

社
会　
　

』
第
三
部
第
八
章
、
創
文
社
、
二
〇
一
五
年
﹇
初
出
二
〇

〇
一
﹈）
参
照
。

（
20
）　

遺
跡
の
規
模
と
し
て
も
、
敦
煌
玉
門
関
遺
跡
を
居
延
地
区
の
都

尉
府
遺
跡
、
例
え
ば
肩
水
金
関
付
近
の
Ａ
三
五
肩
水
都
尉
府
遺
跡
（
約

一
四
〇
×
一
九
〇
メ
ー
ト
ル
四
方
）
と
比
較
す
る
と
む
し
ろ
や
や
小

さ
く
（
一
二
〇
×
一
一
〇
メ
ー
ト
ル
）、
居
延
地
区
よ
り
多
数
の
官
吏

を
擁
し
簡
牘
消
費
量
が
多
か
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
遺
跡
規
模
の
比

較
に
つ
い
て
は
、
片
野
竜
太
郎
「
漢
代
辺
郡
の
都
尉
府
と
防
衛
線　
　

長
城
防
衛
線
遺
構
の
基
礎
的
研
究　
　

」（
籾
山
明
・
佐
藤
信
編
『
文

献
と
遺
物
の
境
界　
　

中
国
出
土
簡
牘
史
料
の
生
態
的
研
究　
　

』

六
一
書
房
、
二
〇
一
一
年
所
収
）
参
照
。

（
21
）　

紀
安
諾
（
エ
ノ
＝
ギ
ー
レ
）「
漢
代
辺
塞
備
用
書
写
材
料
及
其
社

会
史
意
義
」（『
簡
帛
』
二
、
二
〇
〇
七
年
）、
特
に
四
七
六
頁
。

（
22
）　

こ
の
簡
の
解
釈
は
、
仲
山
茂
「
漢
代
に
お
け
る
長
吏
と
属
吏
の

あ
い
だ　
　

文
書
制
度
の
観
点
か
ら　
　

」（『
日
本
秦
漢
史
学
会
会

報
』
三
、
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
23
）　

中
国
科
学
院
中
国
植
物
志
編
輯
委
員
会
編
『
中
国
植
物
志
』
第

七
巻
（
科
学
出
版
社
、
一
九
七
八
年
）
の
一
三
七
・
一
三
八
頁
参
照
。

（
24
）　

尾
崎
孝
宏
「
黒
河
上
流
域
民
族
学
調
査
報
告
」（『
オ
ア
シ
ス
地

域
研
究
会
報
』
四
―
一
、
二
〇
〇
四
年
）、
一
〇
頁
。
な
お
本
論
考
は

森
谷
一
樹
氏
の
ご
厚
意
で
入
手
で
き
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
25
）　

黒
水
国
北
城
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
呉
正
科
『
絲
路
古
城
黒
水
国
』

（
甘
粛
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
）
特
に
五
九
〜
八
〇
頁
の
「
張
国

臂
掖
」、
拙
稿
「
黒
水
国
北
城
遺
跡
」（
髙
村
武
幸
・
廣
瀬
薫
雄
・
渡

邉
英
幸
編
『
周
縁
領
域
か
ら
み
た
秦
漢
帝
国
』
二
、
六
一
書
房
、
二

〇
一
九
年
）。
た
だ
し
、
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著
、
陳
国
科
・

楊
誼
時
・
劉
兵
兵
主
編
『
張
掖
甘
州
黒
水
国
漢
代
墓
葬
発
掘
報
告
』

（
甘
粛
教
育
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
で
は
、
こ
の
遺
跡
の
城
壁
の
年

代
上
限
は
魏
晋
期
と
さ
れ
る
。
同
書
・
呉
氏
の
指
摘
で
は
付
近
に
漢

代
建
築
遺
跡
が
あ
り
（
大
体
北
城
遺
跡
か
ら
大
体
西
南
西
に
三
キ

ロ
）、
同
書
に
よ
れ
ば
二
〇
一
六
年
の
探
査
で
複
数
の
建
築
遺
跡
が
確

認
さ
れ
た
（
九
・
一
〇
頁
）。
北
城
遺
跡
が
漢
代
張
掖
郡
治
で
な
い
と

し
て
も
、
こ
の
付
近
に
存
在
し
た
と
仮
定
で
き
る
。

（
26
）　

朱
耀
宝
・
寇
徳
栄
『
甘
粛
省
第
二
次
全
国
重
点
保
護
野
生
植
物

資
源
調
査
』（
中
国
林
業
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）
に
よ
る
と
、
祁
連

山
地
は
東
か
ら
の
暖
湿
気
流
の
微
弱
な
影
響
で
、
東
部
は
湿
潤
で
西

部
は
乾
燥
し
て
お
り
、
東
部
は
森
林
の
被
覆
が
良
好
、
西
部
は
草
原

や
荒
漠
草
原
と
な
る
。
ま
た
気
候
区
分
と
し
て
も
、
祁
連
山
脈
が
含

ま
れ
る
植
被
の
良
好
な
河
西
南
部
高
寒
半
干
旱
区
の
範
囲
と
し
て
、

東
か
ら
金
昌
・
武
威
・
張
掖
・
酒
泉
南
部
と
あ
り
、
そ
れ
以
西
を
含

二
二
二
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め
て
い
な
い
（
五
二
〜
五
三
頁
）。

（
27
）　

山
在
張
掖
・
酒
泉
二
界
上
、
東
西
二
百
餘
里
、
南
北
百
里
、
有

松
柏
五
木
、
美
水
草
、
冬
溫
夏
涼
、
宜
畜
牧
。

（
28
）　
『
河
西
旧
事
』
は
撰
者
不
詳
で
、『
西
河
旧
事
』『
西
河
故
事
』『
河

西
故
事
』
と
も
称
さ
れ
、
そ
の
佚
文
を
集
め
て
検
討
し
た
屈
直
敏

「『
西
河
旧
事
』
考
略
」（『
敦
煌
学
輯
刊
』
二
〇
一
九
年
第
三
期
）
に

よ
れ
ば
、
成
書
年
代
は
三
五
一
年
以
降
五
二
二
年
以
前
と
み
ら
れ
、

東
晋
期
と
考
え
ら
れ
る
。
漢
代
の
状
況
を
考
慮
す
る
に
あ
た
っ
て
参

考
と
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

（
29
）　

河
西
回
廊
の
樹
木
資
源
に
関
す
る
典
籍
文
献
史
料
に
つ
い
て
は
、

前
田
正
名
「
六
世
紀
以
前
に
お
け
る
河
西
の
産
業
に
つ
い
て
」（『
駒

沢
史
学
』
三
二
、
一
九
八
四
年
）・
李
并
成
『
河
西
走
廊
歴
史
時
期
沙

漠
化
研
究
』（
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
の
第
四
章
第
四
節
「
祁

連
山
水
源
涵
養
区
植
被
的
破
壊
与
演
変
」
を
参
照
。
典
籍
文
献
史
料

で
は
、
お
お
む
ね
酒
泉
郡
南
方
付
近
ま
で
の
祁
連
山
脈
に
樹
木
が
多

い
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
る
が
、
酒
泉
以
西
に
つ
い
て
の
森
林
の
記

載
は
み
ら
れ
な
い
。

（
30
）　

匈
奴
有
斗
入
漢
地
、
直
張
掖
郡
、
生
奇
材
木
箭
竿
就
羽
、
如
得

之
、
於
邊
甚
饒
、
國
家
有
廣
地
之
實
。

（
31
）　

匈
奴
西
邊
諸
侯
作
穹
廬
及
車
、
皆
仰
此
山
材
木
。

（
32
）　

百
里
不
販
樵
。

（
33
）　

前
掲
註
（
8
）
井
上
論
考
に
よ
れ
ば
、
明
末
清
初
に
は
黒
河
の

水
運
で
祁
連
山
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
木
材
が
張
掖
（
甘
州
）
ま
で
運

搬
さ
れ
、
一
四
世
紀
に
は
カ
ラ=

ホ
ト
ま
で
運
ば
れ
た
可
能
性
を
指

摘
す
る
（
四
七
九
頁
）。
カ
ラ=

ホ
ト
は
、
漢
代
の
居
延
地
域
で
あ
る
。

（
34
）　

臣
前
部
士
入
山
、
伐
材
木
大
小
六
萬
餘
枚
、
皆
在
水
次
…
…
中

略
…
…
冰
解
漕
下
、
繕
鄕
亭
、
浚
溝
渠
、
治
湟
陿
以
西
道
橋
七
十
所
、

令
可
至
鮮
水
左
右
。

（
35
）　

河
西
四
郡
の
南
方
防
衛
線
に
つ
い
て
は
不
明
点
が
多
い
が
、
中

国
の
烽
燧
遺
跡
の
分
布
な
ど
を
示
し
た
先
行
研
究
に
よ
り
つ
つ
敦
煌

南
方
の
状
況
を
検
討
し
た
片
野
竜
太
郎
「
懸
泉
置
と
敦
煌
郡
南
辺
の

防
衛
線　
　

漢
代
敦
煌
郡
周
辺
遺
構
の
基
礎
的
研
究
」（『
日
本
秦
漢

史
研
究
』
一
二
、
二
〇
一
四
年
）
の
示
す
敦
煌
郡
南
辺
の
烽
燧
の
状

況
か
ら
、
敦
煌
郡
で
は
祁
連
山
南
麓
の
一
部
ま
で
は
管
制
下
に
お
い

て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
同
論
文
に
は
懸
泉
漢
簡
に
散
見
す
る
羌
と

の
紛
争
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、『
漢
書
』
趙
充
国
伝
に
も
記
さ
れ
る
よ

う
に
、
羌
と
の
関
係
は
安
定
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
他
、
李
正

宇
「
敦
煌
郡
的
辺
塞
長
城
及
烽
警
系
統
」（『
敦
煌
研
究
』
一
九
九
五

年
第
二
期
）
参
照
。

（
36
）　

前
掲
註
（
8
）
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
編
「
敦
煌
馬
圏
湾
漢

代
烽
燧
遺
址
発
掘
報
告
」
参
照
。

（
37
）　

張
徳
芳
・
石
明
秀
主
編
・
敦
煌
市
博
物
館
・
甘
粛
簡
牘
博
物
館
・

二
二
三
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陝
西
師
範
大
学
人
文
社
会
科
学
高
等
研
究
院
編
『
玉
門
関
漢
簡
』（
中

西
書
局
、
二
〇
一
九
年
）。

※
本
稿
利
用
の
簡
牘
史
料
テ
キ
ス
ト
は
以
下
の
通
り
（
五
十
音
順
）。

肩
水
金
関
漢
簡
…
…
甘
粛
簡
牘
保
護
研
究
中
心
・
甘
粛
省
文
物
考
古
研

究
所
・
甘
粛
省
博
物
館
・
中
国
文
化
遺
産
研
究
院
古
文
献
研
究
室
・

中
国
社
会
科
学
院
簡
帛
研
究
中
心
編
『
肩
水
金
関
漢
簡
』
中
西
書
局
、

壱
二
〇
一
一
年
・
弐
二
〇
一
二
年
・
参
二
〇
一
三
年
・
肆
二
〇
一
五

年
・
伍
二
〇
一
六
年

一
九
三
〇
年
代
出
土
居
延
漢
簡
…
…
簡
牘
整
理
小
組
『
居
延
漢
簡
』
中

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
専
刊
之
一
〇
九
、
壱
二
〇
一
四
年
・
弐

二
〇
一
五
年
・
参
二
〇
一
六
年
・
肆
二
〇
一
七
年

一
九
七
〇
年
代
出
土
居
延
漢
簡
…
…
孫
占
宇
・
楊
眉
・
李
迎
春
・
馬
智

全
・
肖
従
礼
・
張
徳
芳
・
韓
華
『
居
延
新
簡
集
釈
』
一
〜
七
、
甘
粛

文
化
出
版
社
、
二
〇
一
六
年

地
湾
漢
簡
…
…
甘
粛
簡
牘
博
物
館
・
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
・
出
土

文
献
与
中
国
古
代
文
明
研
究
協
同
創
新
中
心
中
国
人
民
大
学
分
中
心

編
『
地
湾
漢
簡
』
中
西
書
局
、
二
〇
一
七
年

敦
煌
玉
門
関
漢
簡
…
…
張
徳
芳
・
石
明
秀
主
編　

敦
煌
市
博
物
館
・
甘

粛
簡
牘
博
物
館
・
陝
西
師
範
大
学
人
文
社
会
科
学
高
等
研
究
院
編
『
玉

門
関
漢
簡
』
中
西
書
局
、
二
〇
一
九
年

敦
煌
懸
泉
漢
簡
…
…
甘
粛
簡
牘
博
物
館
・
甘
粛
省
文
物
考
古
研
究
所
・

陝
西
師
範
大
学
人
文
社
会
科
学
高
等
研
究
院
・
清
華
大
学
出
土
文
献

研
究
与
保
護
中
心
編
『
懸
泉
漢
簡
』
中
西
書
局
、
壱
二
〇
一
九
年
・

弐
二
〇
二
〇
年

敦
煌
馬
圏
湾
漢
簡
…
…
張
徳
芳
『
敦
煌
馬
圏
湾
漢
簡
集
釈
』
甘
粛
文
化

出
版
社
、
二
〇
一
三
年

（
明
治
大
学
文
学
部
教
授
）

二
二
四
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一
覧
表
1-1　

懸
泉
漢
簡
「
両
行
」
簡
一
覧
表

簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
樹
種

簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
樹
種

簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
樹
種

0109②
:10

崩
無

31・
5

不
明
紅
柳

0111①
:6

謹
有

9・
2

上
？
紅
柳

0114③
:49

謹
無

20・
4

上
松

0109②
:16

謹
無

23・
2.5

上
松

0111②
:3

崩
有

8・
3

下
紅
柳

0114③
:140

謹
有

20・
3

下
紅
柳

0109②
:28

謹
無

25・
2

上
？
松

0111②
:21

謹
有

20・
4

下
紅
柳

0114③
:143

謹
有

14・
4

下
紅
柳

0109②
:33

崩
無

10・
2

伝
紅
柳

0111②
:26

崩
有

11・
3

下
紅
柳

0114③
:144

謹
無

10・
2

平
紅
柳

0109②
:51

崩
無

11・
2.5

伝
松

0111②
:27

謹
有

12・
3

下
紅
柳

0116②
:4

謹
有

7・
3

下
紅
柳

0109②
:74

謹
有

15・
4

下
紅
柳

0111②
:31

崩
無

21・
2

伝
松

0116②
:43

謹
有

11・
3

下
紅
柳

0109③
:14

謹
有

7・
1.4

下
胡
楊

0111②
:73

崩
無

20・
2

伝
松

0116②
:52

謹
有

6・
3

下
紅
柳

0109③
:16

謹
無

8・
2

下
胡
楊

0111②
:84

崩
無

19・
4

伝
紅
柳

0116②
:53

謹
有

9・
3

下
紅
柳

0109S:29
謹
無

26・
3

不
明
松

0112②
:7

崩
無

25・
3

上
松

0116②
:54

崩
有

7.5・
3

下
紅
柳

0109S:63
崩
有

20・
6

下
紅
柳

0112②
:18

謹
無

18・
2

伝
松

0116②
:89

謹
有

9・
2

下
紅
柳

0109S:183
謹
有

13・
3

下
紅
柳

0112②
:84

謹
無

15・
4

上
紅
柳

0116②
:107

謹
無

14.5・
1.5

伝
紅
柳

0109S:184
崩
有

15・
5

不
明
紅
柳

0112②
:86

崩
有

26・
6

下
？
紅
柳

0116②
:122

崩
有

7.5・
2

上
紅
柳

0110①
:3

謹
有

16・
3

上
？
紅
柳

0112③
:1

謹
有

15・
6

上
紅
柳

0116②
:132

謹
無

15・
2.5

不
明
胡
楊

0110①
:5

崩
無

13・
3

伝
胡
楊

0112③
:5

謹
無

15・
2

上
紅
柳

0116②
:155

謹
有

18・
5

下
紅
柳

0110①
:10

崩
有

13・
4

平
紅
柳

0112③
:131

謹
無

15・
2

上
紅
柳

0116S:10
崩
無

17・
2

不
明
松

0110①
:22

謹
有

12・
4

下
紅
柳

0112④
:9

謹
有

15・
3

不
明
紅
柳

0116S:23
崩
無

25・
2.5

伝
胡
楊

0110①
:81

謹
無

28・
3

上
松

0114①
:1

崩
有

25・
5

下
胡
楊

0116S:38
崩
無

13・
3

不
明
紅
柳

0110①
:91

謹
無

20・
5

平
松

0114①
:50

崩
無
8・

2
伝

紅
柳

0205②
:20

謹
有

10・
4

上
紅
柳

0110①
:102

謹
有

10・
5

下
紅
柳

0114①
:109

謹
無

17・
2

上
松

0206②
:11

崩
有

7・
3

平
紅
柳

0110②
:11

謹
無

14・
3

下
松

0114①
:130

崩
無

18・
2

下
？
松

0207②
:16

崩
無

9・
2.5

下
松

0110②
:14

崩
有

20・
7

下
胡
楊

0114①
:131

崩
無

16・
2

伝
松

0207④
:5

謹
無

18・
3

伝
胡
楊

0110②
:15

謹
有

13・
3

下
紅
柳

0114①
:212

謹
無

20・
4

上
松

0208②
:10

謹
無

9・
3

上
松

0110②
:25

謹
有

19・
4

上
紅
柳

0114②
:15

謹
有

14・
5

下
？
紅
柳

0208③
:2

謹
無

20・
2

下
紅
柳

0110③
:8

謹
有

17・
6

下
紅
柳

0114③
:21

謹
有

20・
6

上
紅
柳

0209③
:26

謹
有

21・
6

不
明
紅
柳

0110③
:12

崩
有

16・
7

上
胡
楊

0114③
:25

謹
有

17・
5

平
紅
柳

0209⑤
:1

崩
無

19・
2

上
松

0110③
:16

崩
無

20・
3

上
胡
楊

0114③
:26

謹
有

15・
5

下
紅
柳

0209⑤
:19

謹
無

16.5・
2.5

下
紅
柳

0110④
:4

謹
有

14・
6

下
松

0114③
:39

謹
無

22・
2

上
紅
柳

0209S:3
崩
有

20・
4

下
紅
柳

二
二
五
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簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
樹
種

簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
樹
種

簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
樹
種

0209S:43
謹
無

23・
3

伝
松

0309③
:89

謹
無

15・
3

下
松

0309③
:276

謹
有

17・
7

上
松

0209S:68
謹
有

18・
4

下
紅
柳

0309③
:90

謹
無

15・
3

下
松

0309③
:277

謹
有

13・
3

上
松

0209S:104
謹
有

14・
6

下
紅
柳

0309③
:93

謹
無

16・
1.5

伝
松

0309③
:280

謹
有

14・
1.2

下
胡
楊

0210①
:11

崩
有

11.5・
6

不
明
紅
柳

0309③
:94

謹
無

14・
1.8

下
胡
楊

0309③
:294

？
有

13・
2.5

下
胡
楊

0210①
:15

謹
無

17.5・
3

不
明
紅
柳

0309③
:112

崩
無

16・
1.5

伝
胡
楊

0309③
:296

？
有

11.5・
3

上
松

0210①
:16

謹
有

18・
14.5

上
紅
柳

0309③
:115

謹
無

14・
1.5

上
胡
楊

0309③
:314

謹
無

21.5・
2

下
松

0210①
:19

崩
有

10・
4.5

上
紅
柳

0309③
:127

謹
無

14・
2

下
胡
楊

0309③
:320

謹
無

13・
1.5

不
明
胡
楊

0210①
:22

崩
有

15・
3.5

下
紅
柳

0309③
:128

謹
有

14・
3

上
紅
柳

0402④
A

:8
崩
無

21・
3

上
胡
楊

0210①
:54

謹
有

16・
7

下
紅
柳

0309③
:130

謹
無

15・
2

不
明
紅
柳

0403④
A

:2
？
有

20・
3

不
明
松

0210①
:61

崩
無

21・
2

伝
松

0309③
:131

崩
有

13・
3

下
胡
楊

0405④
A

:12
崩
無

16・
2

伝
胡
楊

0210①
:63

崩
無

10.5・
2

伝
紅
柳

0309③
:136

謹
有

16・
3.5

下
胡
楊

0111①
:6

崩
無

14・
3

伝
紅
柳

0210①
:64

崩
有

14・
6.5

上
胡
楊

0309③
:149

謹
無

14・
2.5

上
松

0111①
:41

謹
無

26・
3

不
明
松

0210①
:65

謹
無

14・
3

平
？
紅
柳

0309③
:152

謹
有

16・
4

下
胡
楊

0111①
:214

謹
無

22・
4

下
紅
柳

0210①
:85

？
無

19・
3

上
胡
楊

0309③
:165

謹
無

15・
2

下
紅
柳

0111①
:217

崩
無

14・
2.5

上
紅
柳

0210①
:86

謹
無

12・
1.5

伝
紅
柳

0309③
:166

謹
有

15・
2

下
紅
柳

0111①
:221

崩
有

16・
4

不
明
紅
柳

0210③
:6

謹
無

17・
2

伝
紅
柳

0309③
:176

崩
無

15・
3

上
紅
柳

0111①
:222

謹
有

19・
6

下
紅
柳

0210③
:7

謹
有

16・
6

不
明
紅
柳

0309③
:193

崩
無

13・
3

伝
紅
柳

0111①
:223

崩
有

14・
4

不
明
紅
柳

0210④
:12

謹
有

8・
5

下
紅
柳

0309③
:205

崩
無

18・
3

下
胡
楊

0111①
:224

崩
有

13・
6

上
紅
柳

0210④
:14

謹
有

7・
4

下
胡
楊

0309③
:210

謹
無

17・
2

上
胡
楊

0111①
:225

崩
有

12・
5

不
明
紅
柳

0309③
:4

謹
無

15・
2

不
明
松

0309③
:215

崩
無

15・
1.5

上
胡
楊

0111①
:278

崩
無

19・
3

伝
松

0309③
:5

謹
無

16・
7

下
松

0309③
:221

謹
有

15・
4

下
胡
楊

0111①
:304

謹
無

17・
2

上
松

0309③
:9

謹
無

12・
2

上
松

0309③
:222

謹
有

12・
4

下
胡
楊

0111①
:306

謹
無

20・
4

不
明
松

0309③
:14

謹
有

16・
7

下
松

0309③
:223

謹
有

13・
3

下
胡
楊

0111①
:311

謹
有

16・
5

下
紅
柳

0309③
:18

謹
無

10・
3

下
紅
柳

0309③
:226

謹
有

16・
5

下
胡
楊

0111①
:312

謹
有

16・
4

下
紅
柳

0309③
:22

謹
無

22・
10

伝
松

0309③
:227

謹
有

13・
4.5

上
胡
楊

0111①
:313

崩
有

15・
5.5

下
紅
柳

0309③
:51

謹
無

8.5・
1.5

上
松

0309③
:236

謹
有

17・
4

下
胡
楊

0111①
:318

謹
無

25・
3

上
松

0309③
:69

謹
無

13・
2

上
松

0309③
:257

謹
有

13・
4

不
明
胡
楊

0111①
:320

謹
有

13・
4

下
紅
柳

0309③
:87

謹
無

18・
3

下
松

0309③
:259

謹
無

14・
2

上
胡
楊

0111②
:9

謹
無

24・
3.5

上
松

0309③
:88

謹
無

16・
2

下
松

0309③
:275

謹
有

14・
5

上
松

二
二
六
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簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
樹
種

簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
樹
種

0111②
:38+

謹
無

23・
3

上
松

0112③
:19

謹
無

16・
3

上
紅
柳

0112③
:62

0112③
:36

謹
無

14・
3

下
紅
柳

0111②
:72

謹
無

26・
3

下
松

0112③
:40

？
有

14・
3

下
紅
柳

0111②
:118

謹
有

15・
5

上
紅
柳

0112③
:47

謹
有

21・
5

上
紅
柳

0111②
:119

崩
無

12・
2.5

伝
紅
柳

0112③
:71

謹
無

25・
3

下
胡
楊

0111②
:137

崩
無

17・
2.5

伝
松

0112③
:78

崩
無

12.5・
2

伝
紅
柳

0111②
:146

謹
有

16・
4

不
明
紅
柳

0112③
:83

崩
無

20・
3

不
明
胡
楊

0111②
:150

謹
有

18・
5

下
紅
柳

0112③
:97

崩
無

12.5・
2

伝
松

0111②
:177

崩
無

16・
2

伝
松

0112③
:105

謹
有

20・
3

下
紅
柳

0111②
:198

？
有

15・
3

平
紅
柳

0112③
:108

崩
無

10・
2.5

伝
松

0111③
:7

崩
無

14・
3

上
紅
柳

0112③
:112

謹
有

19.5・
3

上
松

0111③
:26

謹
無

26・
4

下
紅
柳

0112③
:128

崩
無

21・
3

上
紅
柳

0111③
:30

崩
無

18・
3

伝
松

0112③
:160

？
有

10・
4

下
紅
柳

0111③
:38

崩
有

17・
5.5

上
紅
柳

0112④
:1

謹
有

15・
3

下
紅
柳

0111③
:55

崩
有

13・
6

上
紅
柳

0113①
:1

崩
無

26・
3

下
紅
柳

0111③
:68

崩
無

18・
3

伝
紅
柳

0113②
:42

謹
無

18・
5

伝
松

0111③
:72

謹
無

25・
3

上
紅
柳

0113②
:47

謹
無

18・
3

伝
松

0111③
:73

謹
有

15・
5

下
紅
柳

0113②
:48

謹
無

22・
4

伝
松

0111③
:74

謹
有

14・
4

下
紅
柳

0113②
:85

謹
無

14・
5

伝
松

0111④
:9

謹
有

13.5・
3

下
紅
柳

0113②
:86

謹
有

14・
5

下
？

 
紅
柳

0112①
:37

崩
無

18・
3

下
胡
楊

0113②
:93

謹
無

20・
3

伝
松

0112①
:46

崩
有

19・
4

上
？
松

0113②
:152

崩
無

10・
2

伝
紅
柳

0112②
:1

崩
無

13.5・
4

下
松

0113②
:153

謹
有

20・
3

下
紅
柳

0112②
:15

崩
有

13・
3.5

下
紅
柳
・
紙
幅
の
都
合
上
、
簡
番
号
は

I 90D
X

T、
I 91D

X
T、

II 90D
X

T
の
表
記
を
略
し
、
網
掛
け
な
し
を

I 90D
X

T、
薄

い
網
掛
け
を

I 91D
X

T、
濃
い
網
掛
け
を

II 90D
X

T
と
し
た
。

・
字
…
文
字
が
謹
直
か
ど
う
か

・
幅
・
厚
の
数
値
は

m
m

・
種
別
…
上
＝
上
行
文
書
、
平
＝
平
行
文
書
、
下
＝
下
行
文
書

0112②
:26

崩
有

17.5・
4

下
紅
柳

0112②
:68

崩
無

11・
2

上
？

 
紅
柳

0112③
:6

謹
有

14・
5

下
紅
柳

二
二
七
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一覧表1-2　玉門関漢簡「両行」一覧表
簡番号 字 稜 幅 種別

I 98DYT1:2 謹 無 27 不明
II 98DYT1:9 謹 有 13 不明
II 98DYT1:11 謹 無 10 不明
II 98DYT1:27 謹 有 17 下
II 98DYT1:31 謹 有 20 上
II 98DYT1:35 謹 無 23 不明
II 98DYT2:3 謹 有 24 下
II 98DYT2:4 謹 有 18 下
II 98DYT2:24 謹 有 13 下
II 98DYT4:7 謹 無 17 不明
II 98DYT4:19 謹 有 15 上
II 98DYT5:2 謹 有 22 下
II 98DYT5:4 謹 無？ 22 上
II 98DYT5:23 謹 有 28 下
98DYC:26+46 謹 無 16 上？
DB:237 謹 有 17 下
DB:296 謹 有 ― 下
DYK:1 崩 無 27 上

DYK:5 謹 有 16
下？
下部
三行

1236 謹 無 16 下
1238 謹 無 13 上
1254 崩 有 17 下
1292 謹 無？ 15 上
1294 崩 有 10 上
1295 謹 無 14 上
1300 崩 有 19 下
1301 謹 有 12 上
1313 謹 有 18 下
1319 謹 無 18 下
1364 謹 無 17 下
1365 崩 無 15 下

　・幅の数値はmm

一覧表1-3　馬圏湾漢簡「両行」簡一覧表
簡番号 字 稜 種別

3 謹 無 不明
263 謹 無 下
397 ？ 有 上
483 謹 無 不明
619 謹 無 不明
696 謹 有 下
701 謹 有 下
770 崩 無 上
796 謹 無 上
847 謹 有 下
988 謹 無 下
1064 謹 有 上
1065 崩 有 下
1105 ？ 有 下
1108 謹 有 下
1162 謹 有 下

二
二
八



31

地
域
・
官
署
に
よ
る
簡
牘
形
状
の
違
い
　
　
髙
村

東洋学報　第104巻３号　地域・官署による簡牘形状の違い　四校

一
覧
表
2-1　

一
九
三
〇
年
代
出
土
居
延
漢
簡
・
地
湾
漢
簡
「
両
行
」
簡
一
覧
表

簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
出
土

簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
出
土

簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
出
土

3.14
謹
無

24・
4

上
A

8
20.8

謹
無

19・
5

不
明

A
33

50.1
謹
無

21・
5

平
？

 
A

32
3.20

謹
無

21・
4

上
A

8
20.11

崩
無

20・
3

下
A

33
52.32

謹
無

19・
4

上
A

8
4.1

謹
無

26・
3

下
A

8
20.12

謹
無

18・
2

上
A

33
52.45

謹
無

19・
4

上
A

8
4.16

謹
無

20・
3

上
A

8
24.13

謹
無

23・
5

上
A

8
56.35

謹
無

22・
3

上
A

8
5.10

謹
無

16・
4

下
A

33
25.4

崩
無

16・
4

上
A

21
57.10

謹
無

23・
4

上
A

8
255.22+5.18

謹
無

27・
3

上
A

33
26.6

謹
無

18・
4

上
A

8
61.9

謹
無

19・
3

下
A

8
6.5

謹
無

21・
4

上
A

8
26.9

謹
無

26・
4

不
明

A
8

72.10
謹
無

18・
3

不
明

A
8

6.8
謹
無

17・
3

上
A

8
28.1

謹
無

24・
5

上
A

8
75.9

謹
無

24・
3

上
A

32
6.13

謹
無

19・
3

上
A

8
28.4

謹
無

21・
5

上
A

8
77.6

謹
無

28・
2

下
A

32
7.29

謹
無

28・
4

下
A

33
28.15

謹
無

20・
3

上
A

8
77.34

謹
無

16・
3

不
明

A
32

7.31
謹
無

24・
3

上
A

33
29.7

崩
無

19・
4

下
A

32
77.77

謹
無

19・
2

下
A

32
10.11

謹
無

26・
3

上
A

33
30.7

謹
無

13・
3

不
明

A
8

81.4
崩
無

27・
3

伝
A

22
10.27

謹
無

16・
4

下
A

33
33.4

謹
無

15・
5

上
A

8
81.10

謹
無

20・
4

伝
A

22
10.29

謹
無

18・
4

下
A

33
33.8

謹
無

16・
4

下
A

8
84.23

謹
無

16・
4

上
A

8
10.30

謹
無

16・
5

下
A

33
33.22

謹
無

22・
4

上
A

8
88.12

謹
無

18・
3

上
A

10
10.31

謹
無

17・
4

下
A

33
34.9+34.8

謹
無

24・
5

不
明

A
8

89.1
崩
無

28・
3

上
A

8
10.33

謹
無

18・
4

下
A

33
35.8

崩
無

16・
4

上
A

8
97.1

謹
無

14・
3

上
A

33
10.34

謹
無

20・
3

上
A

33
35.22

謹
無

20・
4

上
A

8
113.12

崩
無

16・
4

下
A

8
10.35

謹
無

28・
2

上
A

33
37.11

謹
無

27・
2

不
明

A
32

117.31
謹
無

17・
3

不
明

A
33

10.40
崩
無

17・
3

下
A

33
37.50

謹
無

24・
3

不
明

A
32

118.17
謹
無

15・
3

不
明

A
33

11.9
謹
無

25・
2

下
A

33
37.51

謹
無

24・
3

伝
？

A
32

122.7
謹
無

39・
3

上
？

 
A

8
15.18

謹
無

25・
4

平
A

32
40.2

謹
無

17・
5

下
A

8
76.61+122.29

謹
無

15・
1

下
A

8
16.4

謹
無

19・
3

下
A

7
40.6

謹
無

20・
5

下
A

8
122.30

謹
無

10・
2

上
A

8
16.10

謹
無

22・
4

下
A

7
40.25

崩
無

13・
2

不
明

A
8

125.37
謹
無

18・
2

上
A

33
18.22

謹
無

17・
2

上
A

8
45.9

謹
無

21・
3

上
A

8
127.12

謹
無

24・
2

平
？

 
A

8
19.34

崩
無

23・
7

上
A

35
46.10

崩
無

17・
5

上
A

8
127.27

謹
無

16・
4

上
A

8
20.7

謹
無

16・
4

下
A

33
46.24

謹
無

20・
4

上
A

8
127.29

謹
無

17・
4

上
A

8

二
二
九
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簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
出
土

簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
出
土

簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
出
土

127.31
謹
無

19・
3

上
A

8
173.31

崩
無

21・
5

上
A

8
231.74

謹
無

15・
2

下
A

8
132.36

謹
有

19・
6

不
明

A
8

175.12
謹
無

32・
5

不
明

A
8

232.12
謹
無

17・
3

不
明

A
33

132.32+132.35
謹
無

15・
3

上
A

8
175.13

謹
無

27・
4

下
A

8
233.2

謹
無

18・
5

下
A

21
132.38

謹
無

19・
4

下
A

8
177.4

謹
無

21・
2

上
A

33
234.10+11

謹
無

20・
4

上
A

8
133.11

崩
無

13・
4

不
明

A
8

178.17
謹
無

22・
3

平
A

8
240.22+2

謹
無

17・
5

下
A

21
136.41

謹
無

15・
3

下
A

8
179.9

崩
無

20・
4

下
A

33
250.1

謹
無

17・
3

上
A

33
224.18+137.3

謹
無

18・
3

上
A

8
183.14

謹
無

19・
4

上
A

33
254.10

謹
無

17・
5

下
A

8
139.13

謹
無

20・
3

下
A

8
193.25

謹
無

20・
3

不
明

A
8

254.13
崩
無

25・
4

不
明

A
8

139.36+142.33
謹
無

20・
4

下
A

8
198.6

崩
無

17・
2

上
A

8
255.23

謹
無

22・
4

上
？

 
A

33
140.2

崩
無

11・
3

伝
A

32
199.1

謹
無

23・
5

上
A

33
255.27

謹
無

19・
3

不
明

A
33

141.1
？
無

14・
2

上
A

33
203.22

謹
無

18・
3

下
A

8
255.30

謹
無

17・
4

不
明

A
33

141.2
謹
無

18・
3

上
A

33
203.41

謹
無

17・
4

上
A

8
255.40

謹
無

23・
4

上
A

33
143.16+143.22

謹
無

26・
3

上
A

8
204.4

崩
無

12・
3

不
明

A
32

257.22
謹
無

25・
3

上
A

8
145.15

謹
無

21・
3

上
A

8
204.6

崩
無

15・
4

伝
A

32
259.3

謹
無

23・
3

上
A

8
156.26

崩
無

26・
2

不
明

A
8

206.5
謹
無

28・
4

下
A

8
262.26

謹
無

18・
4

下
A

8
157.5

謹
無

20・
4

平
A

8
206.9

崩
無

18・
3

下
A

8
264.6

崩
無

10・
5

上
A

8
157.6

謹
無

16・
3

上
A

8
213.15

謹
無

17・
3

下
A

33
264.9

謹
無

19・
3

上
A

8
157.20

崩
無

21・
4

平
A

8
213.22

謹
無

15・
3

上
A

33
264.30

崩
無

26・
4

下
A

8
157.24

謹
無

25・
4

下
A

8
213.40

謹
無

23・
2

下
A

33
265.30

謹
無

15・
3

上
A

8
157.29

謹
無

17・
5

上
A

8
213.41

謹
無

29・
5

上
？

 
A

33
266.16

謹
無

18・
4

上
A

8
159.14

謹
無

20・
4

上
A

8
214.33

謹
無

19・
3

下
A

8
266.17

謹
無

17・
3

不
明

A
8

159.21
謹
無

20・
3

上
A

8
220.13

崩
無

12・
2

下
A

8
266.19

謹
無

20・
2

上
A

8
160.3

謹
無

20・
3

上
A

8
220.19

謹
無

11・
3

上
A

8
267.15

謹
無

26・
4

上
A

8
160.4

謹
無

24・
3

下
A

8
224.19

謹
無

18・
3

上
A

8
267.19

謹
無

27・
4

下
？

 
A

8
160.6

謹
無

19・
3

下
A

8
224.34

謹
無

18・
4

上
A

8
267.25

謹
無

19・
3

下
A

8
160.15

謹
無

18・
5

下
A

8
225.29

謹
無

10・
2

不
明

A
8

269.3
謹
無

20・
4

上
A

33
168.7

謹
無

18・
3

上
A

8
225.31

謹
無

23・
3

下
？

 
A

8
270.20

謹
無

21・
4

伝
？

 
A

8
170.3

崩
無

15・
5

伝
A

21
225.42

謹
無

21・
3

不
明

A
8

271.3
崩
無

19・
3

上
A

8
170.5

崩
無

12・
3

上
A

21
231.13

崩
無

15・
5

上
A

8
271.18

謹
無

22・
5

下
A

8

二
三
〇
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簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
出
土

簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
出
土

簡
番
号

字
稜

幅
・
厚

種
別
出
土

271.21
謹
無

19・
3

平
A

8
506.9

謹
無

24・
4

平
A

35
276.2

謹
無

22・
3

不
明

A
8

511.40
謹
無

29・
4

上
A

35
282.7

謹
無

25・
4

上
A

8
520.1

謹
無

17・
4

不
明

A
35

282.10
崩
無

19・
5

平
A

8
536.5

謹
無

19・
4

上
A

33
284.1

謹
無

27・
5

上
A

33
536.14

謹
無

21・
4

上
A

33
284.2

謹
無

19・
5

上
A

33
558.3

謹
無

19・
5

下
A

33
284.4

謹
無

25・
4

上
A

33
585.4

謹
無

19・
3

不
明

A
33

287.11
謹
無

16・
3

不
明

A
8

C
15

謹
無

18・
3

上
　
　

290.6
崩
無

19・
3

下
A

21
C

18
謹
無

21・
3

下
　
　

513.17+303.15
謹
無

18・
3

不
明

A
35

C
19

謹
無

25・
3

上
　
　

303.44
崩
無

20・
4

上
A

35
C

22
謹
無

27・
3

上
　
　

306.12
謹
無

14・
3

上
A

33
86ED

T1:1
謹
無

25・
5

下
A

33
306.20

崩
無

20・
5

上
A

33
86ED

T1:3
謹
無

24・
2

上
A

33
312.24

謹
無

23・
5

上
A

8
86ED

T1:15
謹
無

17・
4

下
A

33
326.7

謹
無

19・
4

下
A

8
86ED

T7:2
謹
無

20・
4

上
A

33
329.1

謹
無

26・
4

上
A

33
86ED

T34:2
崩
無

25・
4

下
A

33
332.4

謹
無

23・
4

上
A

33
86ED

T65:1
謹
無

25・
3

上
A

33
337.10

謹
無

21・
4

上
A

33
86ED

T5H
:9+21

謹
無

16・
2

上
A

33
395.15

謹
無

21・
4

上
P9

86ED
TH

:141+160
謹
無

15・
3

上
A

33
403.3

崩
無

17・
3

下
？

A
33

86EJC
:1

謹
無

21・
2

不
明

A
32

507.7+495.9
謹
無

18・
3

下
A

35
86EJC

:3
謹
無

19・
3

伝
A

32
504.13

謹
無

24・
4

上
A

35

・
網
掛
け
は
地
湾
漢
簡
。

・
字
…
文
字
が
謹
直
か
ど
う
か

・
幅
・
厚
の
数
値
は

m
m

・
種
別
…
上

=上
行
文
書
、
平

=平
行
文
書
、
下

=下
行
文
書

二
三
一
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一覧表2-2　1970年代居延漢簡「両行」簡一覧表
T1.1, T2.9, T2.15, T3.10, T4.1, T4.48, T4.50, T4.52, T4.85, T5.1, T5.16, T5.26, 
T5.55, T5.77, T5.125, T5.170, T5.299, T7.9, T7.23, T7.35, T8.1, T10.2, T11.2, 
T13.1, T13.4, T16.3, T20.4, T20.31, T40.9, T43.6, T43.12, T43.31, T43.99, 
T43.306, T48.1, T48.25, T48.26, T48.56, T48.132, T50.16, T50.48, T50.208, 
T51.30, T51.39, T51.40, T51.47, T51.52, T51.56, T51.189, T51.190, T51.194, 
T51.195, T51.196, T51.198, T51.199, T51.200, T51.201, T51.202, T51.207, 
T51.215, T51.228, T51.244, T51.264, T51.336, T51.365, T51.410, T51.411, 
T51.413, T51.462, T51.477, T51.480, T51.510, T52.16, T52.30, T52.83, T52.90, 
T52.96, T52.98, T52.100, T52.104, T52.105, T52.108, T52.110, T52.111, T52.116, 
T52.142, T52.148, T52.175, T52.264, T52.265, T52.266, T52.304, T52.373, 
T52.398, T52.401, T52.414, T52.416, T52.485, T52.490, T52.519, T52.521, 
T52.523, T52.530, T52.817, T53.22, T53.25, T53.26, T53.67, T53.69, T53.70, 
T53.71, T53.72, T53.74, T53.138, T53.139, T53.186, T53.316, T54.5, T54.8, 
T55.6, T56.6, T56.65, T56.67, T56.182, T56.183, T56.254, T56.257, T56.261, 
T56.262, T56.273, T56.275, T56.283, T56.287, T56.336, T56.343, T57.10, 
T57.12, T57.15, T57.48, T57.49, T57.52, T57.55, T57.85, T57.90, T57.92, T57.97, 
T58.22, T58.43, T58.44, T58.45, T58.47, T58.50, T58.82, T59.1, T59.2, T59.3, 
T59.4, T59.8, T59.9, T59.49, T59.56, T59.57, T59.58, T59.60, T59.93, T59.94, 
T59.155, T59.157, T59.159, T59.160, T59.161, T59.162, T59.163, T59.249, 
T59.341, T59.348, T59.396, T59.514, T59.536, T59.548, T59.551, T59.553, 
T59.556, T59.653, T59.654, T59.798, T65.24, T65.46, T65.125, T65.220, 
T65.221, T65.313, T65.398, T65.404, T65.410, T65.437, T65.450, T65.451, 
T65.452, T65.506, T68.216, F22.21, F22.22, F22.23, F22.24, F22.25, F22.26, 
F22.27, F22.28, F22.29, F22.30, F22.31, F22.32, F22.34, F22.35, F22.37, F22.38, 
F22.39, F22.41, F22.42, F22.43, F22.44, F22.45, F22.46, F22.47, F22.48, F22.49, 
F22.50, F22.51, F22.52, F22.53, F22.54, F22.55, F22.56, F22.61, F22.62, F22.63, 
F22.64, F22.65, F22.66, F22.67, F22.68, F22.69, F22.70, F22.71, F22.80, F22.81, 
F22.82, F22.125, F22.153, F22.154, F22.173, F22.221, F22.247, F22.320, 
F22.324, F22.325, F22.326, F22.328, F22.329, F22.330, F22.331, F22.332, 
F22.452, F22.453, F22.454, F22.455, F22.456, F22.459, F22.460, F22.462, 
F22.464, F22.690, F22.691, F22.693, F22.694, F22.695, F22.696, F22.699, 
F22.700, F22.825, W10, S4T1.11, S4T2.30, S4T2.59, S4T2.63, S4T2.113, ESC73
※居延漢簡簡番号 E.P.は省略。網掛けは有稜「両行」簡。
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一覧表2-3　肩水金関漢簡「両行」簡一覧表
T1.156, T2.22, T2.53, T2.83, T3.1, T3.11, T3.12, T3.13, T3.65, T3.113, T4.103, 
T5.7, T5.68, T5.76, T6.23, T6.45, T7.22, T7.23, T7.25, T7.26, T7.30, T7.97, T8.8, 
T8.13, T8.16, T8.36, T8.51, T8.55, T9.5, T9.47, T9.59, T9.205, T9.231, T9.250, 
T9.322, T10.200, T10.203, T10.204, T10.206, T10.207, T10.209, T10.215, 
T10.238, T10.247, T11.15, T14.31, T14.32, T14.33, T15.13, T21.38, T21.42, 
T21.43, T21.59, T21.102, T21.108, T21.127, T21.157, T21.173, T21.239, T22.20, 
T22.25, T23.61, T23.79, T23.153, T23.200, T23.291, T23.295, T23.301, T23.349, 
T23.350, T23.352, T23.380, T23.573, T23.619, T23.620, T23.729, T23.731, 
T23.855, T23.877, T23.878, T23.966, T24.8, T24.22, T24.25, T24.31, T24.32, 
T24.40, T24.45, T24.247, T24.378, T24.379, T24.616, T25.27, T25.46, T25.87, 
T26.1, T26.94, T27.52, T27.55, T28.8, T28.16, T28.18, T28.44, T28.55, T28.63, 
T28.107, T28.113, T29.11, T29.34, T29.115, T29.116, T30.26, T30.34, 
T30.42+69, T30.57, T30.82, T30.88, T30.94, T30.163, T30.179, T30.180, 
T30.202, T30.204, T30.205, T30.215+217, T31.62, T31.63, T31.64, T31.65, 
T31.68, T31.69, T32.43, T33.72, T34.1, T34.2, T37.29, T37.33, T37.52, T37.55, 
T37.96, T37.276, T37.520, T37.525, T37.526, T37.528, T37.529, T37.530, 
T37.531, T37.640+707, T37.706, T37.778, T37.780, T37.781, T37.783, T37.788, 
T37.800, T37.913, T37.1061, T37.1062, T37.1063, T37.1065, T37.1098, 
T37.1100, T37.1134, T37.1149, T37.1309, T37.1311, T37.1377, T37.1450, 
T37.1454, T37.1498, T37.1501, T37.1502, T37.1503, T37.1537, H2:25, H2:78, 
F1:1, F1:2, F1:4, F1:5, F1:6, F1:7, F1:8, F1:9, F1:10, F1:11, F1:12, F1:13, F1:14, 
F1:15, F1:79, F3:39, F3:40, F3:114+202+168, F3:117, F3:118, F3:120, F3:123, 
F3:125, F3:153, F3:155, F3:181, F3:184, F3:186+188, F3:470+564+190+243, 
F3:334+299+334, F3:327, F3:508, F3:518+517, T4H:10+61, D:30, D36, D43, 
D45, D64, D65, D270, C:2, C:446, C:525, C:551, C:603, C:604, C:653, C:655, 
C:656, C:664
※肩水金関簡簡番号 E.J.は省略。網掛けは有稜「両行」簡の可能性あり。
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TOYO GAKUHO

THE JOURNAL OF THE RESEARCH DEPARTMENT OF

TOYO BUNKO

Vol. 104, No. 3

December 2022

Differences in the Shape of Bamboo and Wooden Slips Depending on

the Region and the Government Office: With a Focus on “Two-line” Slips

among the Dunhuang Han Slips

TAKAMURA Takeyuki

       It is widely known that there are “two-line” (lianghang 兩行) slips 

among bamboo and wooden slips from the Han period. Among these “two-

line” slips dating from the second half of the Former Han and unearthed in the 

Hexi 河西 region, there exist two types: one type has a ridge down the centre 

of the writing surface which divides the two lines, while the other type has a 

flat surface with no ridge. However, in the past there has been no examination 

of this difference. In this article, I focus primarily on the “two-line” slips 

among the Dunhuang 敦煌 Han slips, unearthed in former Dunhuang Com-

mandery in Hexi, and compare them with the “two-line” slips among the Ju-

yan 居延 Han slips unearthed in former Zhangye 張掖 Commandery, also in 

Hexi. By this means, I clarify the fact that there exist various differences, 

starting with the shape of slips of the same type, between regions and govern-

ment offices, and I also gain leads for adding further depth to research so that 

it extends to regional differences between slips.

     There was found a clear-cut difference between the Dunhuang Han 
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slips, which include roughly the same number of “two-line” slips with a ridge 

and without a ridge, and the Juyan Han slips, which include almost no “two-

line” slips with a ridge. In the case of the Xuanquan 懸泉 Han slips from 

Dunhuang, wood from the tamarisk (hongliu 紅柳; Tamarix ramosissima) is 

used in more than 70% of the “two-line” slips with ridges, and few of them 

have been made from spruce (song 松; Picea neoveitchii or Picea crassifolia), 

used in many of the “two-line” slips without a ridge. In addition, the “two-

line” slips with ridges are narrower than those without a ridge. In view of these 

facts, it is to be surmised that in order to make effective use of the branches of 

the tamarisk, which, properly speaking, are unsuitable for making “two-line” 

slips because they are comparatively narrow, and produce “two-line” slips, the 

branches were processed in the same way as “two-line” bamboo slips so as to 

add ridges to them. It was for this reason that regional differences in shape 

arose among slips of the same type.

     When one examines the reasons for these differences, it is to be sur-

mised that differences in regional conditions lay behind them. That is to say, 

the Juyan region belonged to Zhangye Commandery, where a transportation 

route had been established to the Qilian 祁連 Mountains where spruce suitable 

for making wide “two-line” slips were produced, whereas Dunhuang Com-

mandery did not have a large supply of spruce because it was a long way from 

the Qilian Mountains and use could not be made of transportation by water or 

some other means.

On the Establishment of the Practice of the Appointment of Guksa to

a Monk from the Royal Family in the Goryeo Dynasty

NAKAMURA Shinnosuke

     Goryeo was a country that existed on what is now known as the Korean 

Peninsula for 475 years, from 918 to 1392. For the sake of the prosperity and 
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